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「
日
本
釋
名
」
森
立
之
書
入
れ
本
に
つ
い
て

附

「
言
元
梯
」
「
和
訓
六
帖
」

 

こ
Σ
に
和
綴

の
半

紙
本

三
巻
が
あ
る
。
題

し
て

「
日
本
繹
名
」
と
言
う
。
す

な
わ
ち

こ
れ
は
、
晩
年
益
軒

と
号

し
、
そ
の
軒
号

で
世
に
知
ら
れ
る
貝
原
篤
信

の
著
作

の

一
つ
で
、

 
 
劉
熈
が

し
る
せ
る
ふ
み
に
な
ら
ひ
、
日
本
紀

・
萬
葉
集

・
順
和
名
抄

以
下

 
 

の
古
書

に
も
と
づ
き
、
和
音
五
十
字

を
か
ん
が
み
て

一
書
を
あ

つ
め
、
名

 
 
づ
け
て
目
本
繹
名

と

し
た
も

の

(
同
書

・
自
序
)
。
而

し
て
そ

の
内
容
は
尾
崎
雅
嘉

の

「
群
書

一
覧
」

二

・
字
書
類
が
説
く
よ
う

に
、

 
 
天
象
、
時
節
、
地
理
、
宮
室

よ
り
、
衣
服

・
雑
器
、
虚
字
等

に
い
た
る
ま

 
 

て
、
和
訓

の
義
を
繹

し
た
も

の
で
あ
る
。
元
禄

十
二

(
一
六
九
九
)
年

に
成
り
翌
十

三
年

に
刊
行
さ

れ
た
本
書

は
、
梅
薗
堂
都

の
錦

の
言

に
よ
る
と

 
 
近
年
和
国

の
故
事
に
骨
を
折
和
書
を
あ
ま
た
述
ら
る

エ

人

ハ
。
松

下

見

 
 
林
。
貝
原
篤
信
。
同
好
古
な
り
…
…
右

の
人
≧
韓
学

に
よ

つ
て
。
そ
の
述

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(マ
マ)

関

場

武

 
 
る
と
こ
ろ
、
見
識

一
段
高

し
。

か
る
が
ゆ

へ
に
、
假
名
書

の
文
と

い

へ
ど

 
 
も
白
人

の
た
め
に
お
も

し
ろ
か
ら
ず
。
又
初
学

の
も

の

ハ
和
書
を

み
る
事

 
 
ま
れ

に
。
中
よ
り
上

の
学
老
な
ら
て

ハ
そ

の
書

を
み
ず
。
さ
る

に
よ

つ
て

 
 

ぬ
し
遠
く
し
て
頁

か
ぬ
る
こ
そ
こ
と

ハ
り
な
れ
。
そ

の
中

に
貝
原

氏
の
あ

 
 

つ
め
ら
れ
し
和
ホ
雅
。
歳
時
記
。
和
漢
事
始
、

こ
れ
ら

ハ
頁

や
す
き
も

の

 
 
な
り
。
八
幡
本
紀
。
 
諺

草
。

日
本
繹
名
。
初
学
知
要
な

ん
ど

ハ
頁

と
を

 
 
き
も

の
な
り
。

と

い
う

こ
と
に
な
り

(「
元
禄
大
平
記
」
巻
六
-

二

「
皆

歴
ミ
の
作
者
な

り

け

り
」
)
、
書
難

の
側
か
ら
す
れ
ぽ
売
れ
行
き
が
あ
ま
り
か
ん
ぽ

し
く
な

か

っ
た
も

の
の
よ
う

で
あ
る
が
、
現
存
す
る
と

こ
ろ
そ
う
稀
な
も

の
で
は
な
く
、

元
禄
庚

辰
之
歳

(
十
三
年
)
京
師
書
林
趾
臨
論

ハ解

の
刊
記
を
有
す

る
本

お
よ
び
そ

の
後

印
本
が
流
布
す
る
。
こ

N
に
取
り
あ
げ
る
丹
澤
文
庫
本
も
、
そ

の
多
く

あ
る
後

印
本

の

一
つ
で
あ
る
。

ま
ず
書
型
を
記
す
。

 

半
紙
本
 

三
巻

三
冊

(
原
装
)

 

表
紙
 
海

老
茶
色
地
紙
に
卍

つ
な
ぎ

・
雲
紋
艶
出

し
模
様
。
竪
22

・
4
、
横

 
 
 
 

15

・
25
糎
。
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題
籏
 
表
紙
左
肩
。
子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白
紙

に

「
日
本
澤
名

上
(中
、下
)
」

 
 
 

と
各

々
別
の
書
体

で
書
名
を
印
す
。
竪

16

・
3
、
横

3

・
5
糎
。

見
返

し
 
上
巻
前
見
返

し
を
子
持
ち
枠

で
囲

み
、
そ

の
中
を
真
中

の
欄
が
広

 
 
 
く
な
る
よ
う

に
し
て
縦

に
三
ツ
割

り
に
し
、
中
央
に

「
日
本
繹
名
」

 
 
 
と
大
き
く
題
を
記
し
、
右

に

「
貝
原
先
生
編
」
、

左
に

「
皇
都
書
房

 
 
 
瑞
錦
堂
蔵
」
と
出
す
。

瑞
錦
堂
と

は
享
保

か
ら
文
久
年
間
に
か
け

て

 
 
 
営
業
し
た
京

の
書
騨
丸
屋
善
兵
衛

の
こ
と

で
あ
る
。

序
題

 
元
禄
十
二
年
朔
旦
冬
至
の
松
下
見
林

の
漢
文
体

の
序

と
、
同
十

二
年

 
 
 
上
元
日
の
平
仮
名
ま
じ
り
文

の
自
序

の
二
つ
が
あ
る
が
、
双
方

と
も

 
 
 

「
日
本
澤
名
序
」
と
題

す
る
。

凡
例
 

日
本
繹
名
凡
例
L
。
 
 
 

 

目
録
題
 
日
本
繹
名

目
録
L
。

内
題
 
〈
上
〉
日
本
繹
名
 
 
貝
原
篤
信
編
輯
L
、
〈
中
〉
日
本
繹
名
中
」
、
〈
下
〉

 
 
 

日
本
繹
名
下
L
。

尾
題
 

日
本
繹
名

(
中
)
終
」
、

日
本
繹
名
下
巻
終
」
。

柱
刻
 
上
方
に
書
名
と
巻
分
け
等

を
出

し
、
下
方
に
○

を
置

い
て
そ

の
下

に

 
 
 

丁
付

を
記
す
。
〈
上
〉

日
本
繹
名
序
 
〇

一

(～

三
)
」
、

日
本

繹

名

 
 
 
凡
例
 
〇

一

(
～
六
)
」
、

日
本
繹
名

目
 
〇

一
」
、

日
本
繹

名

上

 
 
 
〇

一

(～
廿
三
、
廿
五
～
四
十
三
終
)
」
、
日
本

繹

名

上

二

〇
廿

 
 
 
四
」。
〈
中
〉
日
本
繹
名
中
 
〇

一
(
～
廿
五
、
廿

七
～

五
十

八
終
)
」
、

 
 
 

日
本
繹
名
中

二
 
〇
廿

六
」
。
〈
下
〉
日
本
繹
名

下
 
〇

一
(～
廿
八
、

 
 
 
光
～
六
十
終
」
、
日
本
繹
名
下
之

二
 
〇

廿
九
」
。

 
 
 
巻
上
の
本
文
第

二
十
四
丁
か
ら

「
宮
室
」
門
が
始

ま
り
、
中

の
本
文

 
 
 
第

ご
十

六
丁
か
ら

「
人
事
」
門
が
、
下

の
同

二
十
九
丁
か
ら

「
武
具
」

 
 
 
門
が
始

ま
る

こ
と
を
考

え
合
わ
せ
る
と
、
あ
る

い
は
三
巻

六
冊
立
て

 
 
 

の
構
想
が
あ

っ
た
か
。

丁
数

刊
記

本 匡
文 郭

 

印
記

備
考

〈
上
〉
五
十

二
丁
半

(終
丁

ウ
は
後
見
返

し
に
貼
付
)
、

〈
中
V

五
十

七
丁
半

(同
)
、
〈
下
〉

六
十

丁
半

(う

ち
奥
付
半
丁
)
。

下
巻
終
丁
ウ
尾
題

の
左
下

に

「
元
禄
庚
辰
之
歳
京
師
書
林

趾
輪
舗

ハ解

全
梓
」
と
や

玉
小

さ
め
に
あ
り
。
ま
た
後
見
返
し
単
太
枠
内
を
界
線

で
縦

に
ニ
ツ
割

に
し
て
、
左

に

「
京
都
書
林

東
洞
院

二
條
上

ル
町

/

田
中
屋
治
助
」

と
出
す
。
そ

し
て
右
欄
上
段
に

「
國
史
有
職
記
録

写
本
/
和
歌
國
學
物
語

日
記
/
神
書
経
書
詩
文
俳
書
/
諸
名
家
随
筆

道
之
記
」
と
四
行

に
出

し
、
界
線
を
置

い
て
下
段
に
行
草
体

で

「
御

不
用
之
品
、
何
/
書

二
よ
ら
ず
、
是
又

/

直

段
宜
敷
買
請

/

申
怖

間
、
多
少

二
不
限
/
御
頁
梯
之
節

ハ
御
/

し
ら
せ
可
被
成
下
怖
様
/

偏

に
奉
希
上
怖
」
と
七
行

に
記
す
。
す
な
わ
ち
本
書

は
い
わ
ゆ

る
元

禄
十
三
年
版

の
後
印
本

の

一
つ
で
、
嘉
永
～
慶
応
年
間

を
中
心

に
営

業

し
た
田
中
屋
治
助

の
発
党
本

で
あ
る
。

四
周
単
辺
。
竪
約

17

・
7
、
横
約

13

・
3
糎
。

毎
半
葉
九
行
。
見
出

し
項
毎

に
改
行
し
、
見
出
し
の
下

一
字
分
を
空

け

て
語
釈
を
始

め
る
。

各
巻
初
丁
オ
右

上
、
序
題
や
内
題

に
か
け
て

「
森
/
氏
」

の
方
形
朱

印
を
捺
す
。

刷

り
悪

し
。
虫
食

い
中
巻

ノ
ド

の
部
分

に
少
し
あ
る
の
み
。
原
装

の

綴

じ
糸
が
切
れ
て
は
い
る
が
、
保
存
良
。
下
小

口
に

「
日
本
繹
名
上

(中
、
下
)
」
と
右
横
書
き
。
ま
た
、
匡
郭
上
欄
外
や
本
文
脇

に
墨
筆

で
書
き
入
れ
が

あ
り
、
朱

で
仮
名
違

い
の
訂
正
や
傍
線
を
施

し
て

い

る
。
右
上
り

の
く
せ

の
あ
る
書
風

よ
り

し
て
、
小

口
書
き
を
含

め
す

べ
て
森
立
之

の
手

に
な

る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
。

1.



二

 

 
さ
て
、
右

に
そ

の
書

型
の
概
要
を
示

し
た

「
日
本
繹
名
」

は
、
上
巻
を
天
象

～
地
名

ま
で
の
五
類
、
中
巻

を
水
火
土
石
金
玉
～
介
類

の
九
類
、
下
巻
を
米
穀

～
虚
字

の
九
類
、
合
わ
せ
て
二
十

三
の
部
類
に
分

か
ち
、
総
計

一
千
百
五
の
項

目
を
立
て
て
、
語
源
を
中
心
と
し
た
解
説
を
記

し
て

い
る
も

の
で
あ
る
が
、

こ

の
丹
澤
文
庫
本

の
場
合
、
そ
の

一
割
弱
、
九
十
七
項
に
、
福
山
藩

の
阿
部
家

の

典
医
で
、

の
ち
江
戸

に
出
て
医
学
館

の
講
師
と
な
り
、
医
学
、
と
り
わ
け

そ
の

考
証

の
学
を
得
意
と

し
た
、
枳

園
森
立
之

(
文
化

四
～
明
治
十
八
年
)

の
書
き

入
れ
が
見
ら
れ

る
。
詳
し
く

は
本
稿
末

に
付

し
た
翻

刻
を
参
照
さ
れ
た

い
が
、

朱
筆
と
墨
筆

に
よ
る
そ

の
概
要

は
次

の
如
く
で
あ

る
。

 
ま
ず
朱
筆

に
よ
る
書
き
入
れ
で
あ

る
が
、
目
録
の
部
類
分
け

の
個
所
に
、
検

索

の
便
を
は
か

っ
て
、
各

々
の
部
類
が
始
ま
る
丁
数

を
記
入

し
て
い
る
ほ
か
、

目
録
丁
ウ
ラ
上
部

に
、
「
和
音

五
十
字
」
と

し

て
掲
出

さ
れ
て

い
る
五
十
音
図

の
、
あ
行

の
ヱ

・
ヲ
を

エ
・
オ
、
や
行

の
ヰ
を
イ
、

わ
行

の
イ

・
ナ
を
ヰ

・
ヲ

に
直
し
た
り
、
凡
例
五
オ
第

六
項
中

の

「銭
」

や

「
紫
苑
」

の

「
ン
」
の
傍

に

「
一こ

と
記

し
た
り
、
魚
類
十
三
1

1

「
鯉
 
こ

い
は
こ
え
也
」

の

「
イ
」
「
い
」

を
直
し
て

「
ヒ
」
「
ひ
」
と
し
た
り

し
て

い
る
。
ま
た
天
象

一
ー
16

「
氷
」
、
時

節

二
ー

2

「
年
」
な
ど

の
項
目
を
は
じ
め
と
し
て
三
十
ケ
所
以
上
に
わ
た

っ
て

本
文
右
脇
に
点

を
振

っ
て

い
る
。
要
す

る
に
朱
に
よ
る
書
き

入
れ
は
、
仮
名
違

い
の
訂
正
と
加
点
が
主
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
も
無
論
等
閑
視
す
べ
き

で
な

い
が
、
次

に
あ
げ
る
墨
筆

に
よ
る
書
き
入
れ
は
、
立
之

の
考
え
を
よ
り
直

接
的

に
示
す
も

の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

 
翻
刻

に
あ
る
よ
う

に
、
立
之

の
墨
筆
書
き
入
れ
は
、
「
日
本
繹
名
」

二

十

三

門

の
う
ち
十
二
門

に
わ
た
り
、
項

目
数

で
言
え
ば
十

二
門

六
百
十
六
項

の
う
ち

七
十
項
目
に

つ
い
て
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な

る
。
そ

し
て
そ
の
中

に
、
後

で
紹

介
す
る

「
和

訓
六
帖
」
「
言
元
梯

」
を
引
く
も

の
が
十
六
と
三
、
計
十
九

項

あ

る
。
今

、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
数
値
を
示
す
と

(
最
初
に
あ
げ

る
数
が

「
日
本

繹
名

」
の
項

目
数
、
(
 
)
内
が
立
之

の
墨
筆
書
き
入
れ

の
あ
る
項
目
数
、
「
帖
」

「
言
」
は
各

々
内
数

で

「
和
訓
六
帖
」
「
言
元
梯
」
を
さ
す
)

 
 

一
、
天
象
 

四
〇

(
一
八

〈
帖

三
、
言

二
〉
)
、

二
、
時
節
 

五
〇

(
二
〇

 
 
〈
帖
八
〉
)
、

三
、
地
理
 
八
三

(
五

〈
帖

四
〉
)
、
四
、
宮
室

 
四
七

(
二
)
、

 
 
五
、
地
名
 

四
〇

(
四
)、

六
、
水
火
土
石
金
玉
 

二
二

(
一
)
、
七
、
人

 
 
品

七
三

(○
)
、
八
、
形
膿

七

ス

○
)
、
九
、
人
事

一
〇
〇

(○
)
、

 
 
十
、
鳥

類
 

三

一

(
○
)
、
十

一
、
獣
類
 

二
三

(
○
)
、
十
二
、
轟
類

 
 

二
三

(
一
)
、
十

三
、
魚
類
 

二
四

(
七
)
、
十
四
、
介
類
 

一
〇

(
二
)
、

 
 
十
五
、
米
穀

二
四

(
○
)
、
十
六
、
草

六
四

(
○
)
、
十
七
、
木

七

 
 
〇

(
四

〈
言

一
〉
)
、

十
八
、
飲
食

 

一
八

(
○
)
、

十
九
、
衣
服
 
三
二

 
 
(○
)
、

二
十
、
文
具
 

一
二

(○
)
、

二
十

一
、
武
具
 
四

一

(○
)
、
二

 
 
十

二
、
雑
器
 
九
八

(
一

〈
帖

一
〉
)
、

二
十

三
、
虚
字

 

一
〇

九

(
五
)

の
如
く
で
あ

る
。
書
き
入
れ

の
位
置

は
、
該
当
項
目

の
上
欄
、
匡

郭
外

で
あ
る

こ
と
が
多

い
が
、

一
ー

14
姻
、
15
霧
、

17
塞

の
よ
う

に
、
本
文

の
末
や
左
脇
に

記

し
て
あ
る
場
合
も
あ

る
。
ま
た
、
筆
勢
等

よ
り
し
て
、
書
き
入
れ
は
少
く
と

も

三
次

に
わ
た

っ
て
な

さ
れ
た
も

の
と
推
測

さ
れ

る
。
ま
た

「和

訓
六
帖
」
「
言

元
梯
」

の
書
名
は
、
題
名

の
す
べ
て
を
記
す
場
合

も

あ

れ

ぽ
、
「
六
帖
」
「
六

占
」
、
「
元
梯

」

の
よ
う
な
省
略
形
を
採
る
場
合
も
あ

る
。
木
十
七

1

68

榎

に

「
元
言
梯
」
と
あ
る

の
は
、
単
な
る
ま
ち
が

い
か
、
そ
れ
と
も
底
本
前
見
返

し

の
題

に
よ

っ
た
も
の
か
。
立
之
自
身

の
説
は
、

は
じ

め
に

「
立
之
案
」
と
す
る

も

の
、 

「
案
」
と
す

る
も

の
、
何
も
な
し
に
す
ぐ

に
自
説
を
書
き

つ
け

て
い
る

も

の
の
三
通
り
が
あ
る
。
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三

 

 
と
こ
ろ
で
右

の

「
日
本
繹
名
」

は
、

日
本
語

の
語
源
を
記

し
た
書
物
と
し
て

夙
に
有
名

で
、
鎌
倉
期
経
尊
著

す
と
こ
ろ
の

「
名
語
記
」
、
江
戸
期

の
貞

徳

の

「
和
句
解
」
、
契
沖

の

「
円
珠
庵
雑
記
」
白
石

の

「東

雅
」
、
等

と
並
び
、
よ
く

引
き
あ

い
に
出

さ
れ
る
も

の
で
あ

る
Q

し
か
し
な
が

ら

 
 
和
語

を
と
く
事

.謎
を
と
く
が
如

し
、
其
法
訣
を
し
る
べ
し
、
是

を

と

 
 
く
に
凡
八
の
要
訣
あ
り

と

し
て
、
自
語

・
韓
語

・
略
語

・
借
語

・
義
語

・
反
語

・
子
語

・
音
語

の
八

つ

の
原
理
を
説
き
、

ま
た

 
 
此
書

の
内
、
和
語

を
と
く
に
、

二
、
三
説

を
あ
げ
た
る
所
多

し
、
大
や
う

 
 
は

じ
め
の
説
を
よ
し
と
す

と
い
う
記
述
方
式
や
語

源
研
究

に
際

し
て

の
諸
注
意
を
示

し
て
い
る
凡
例
部
分

の
評
価

の
高

さ
に
比
べ
、
肝
心
の
実
際

の
語
源
説
明
部
分

に
対
す
る
評
価

の
相

当
に
低

い
の
が
通
例

で
あ
る
。
前
引

の

「
元
禄
大
平
記
」
巻

六
で
も

 
 

貝
原
氏
の
作
書

の
内

に
、
日
本
釈
名

ハ
。
う
た
が

ハ
し
き
事
す
く
な
か
ら

 
 
ず

。
た
と

ヘ
バ

雷

と

い
ふ
和
訓
を
、

い
か
り
て
地
に
落

る
と
釈
せ
ら
れ

 
 

し

ハ
、
心
も
と
な

し
。
そ

の
い
か
り
と
い
ふ
こ
と
.ハ
の
出
所

は
。

源

何

 
 

に
ょ
り
て
起
り
た
る
そ
や
。

い
か
つ

ち
も

と
よ
り
か
た
ち
な
し
、

い
か
り

 
 

て
落
る
や
ら
悦

ん
で
お
つ
る
や
ら
。
そ
の
心
な
け
れ
バ
わ
き

ま

へ
が

た

 
 

し
、

し
ぼ
ら
く
か
ん
が

ふ
る
に
。
論
語
郷
蕪

の
篇
、
迅

雷

の
註
に
、
敬
二

 
 

天
之

怒

一と
朱
晦
庵
の
説

に
よ
つ
て
、
か
や
う
に
釈

せ
し
な
ら
ん
。

ま
た

 
 

や
まと
よ
み
 
や
ま
し
ろ
 
た
い
 
 
の
べ

 
 

倭

の
訓

を
山
背
に
封

し
て
述
ら
れ

し
事
、
入
ほ
が
な

る
説
な
り
。
そ
の
外

 
 

う
た
が

ひ
を

玉
け
れ
ど
、
事
繁
け
れ
バ
虚

に
お
ぼ
え
ず
。

と

し
て
既
に
し
て
喝
破

さ
れ
て

い
る
く

ら
い
で
あ
る
。
松
永
貞
徳

の
「
和
句
解
」

に
よ

っ
た
部
分
が
あ
り
な
が

ら
、
そ
れ
を
明
確
に
せ
ず
、

こ
れ
ま
た
都

の
錦
が

い
ぶ
か
し
ん
で
い
る

「神
代
直
指
抄
」
を
援
用
す

る
部
分
が
目
だ

つ
な
ど

の
欠

点
も
あ
る
。
そ

れ
に
つ
ら
れ
て
か
森

立
之

の
書
き
入
れ
も
残
念
な
が
ら
低
調
で

あ
る
。

紙
幅
の
都
合
上
、
細
か

い
考
察

は
他

日
を
期
す
と
し
て
、
今
は
、
た
だ

立
之
研
究
そ

の
他

に
些
少

の
資
料
的
価
値
も
あ

ろ
う

か
と
、
翻
刻
を
提
出
す
る

の
み

で
あ
る
。

四

 

さ
て
、
森
立
之
が
書
き
入
れ

に
利
用

し
て

い
る

「
言
元
梯
」
と

「
和
訓

六
帖
」

で
あ
る
が
、
両
者
と
も
語
源
辞
典
と

し
て
の
機
能

を
も

つ
。
前
者

は
大

石
千
引

の
編

で
、
天
保
五

(
一
八
三
四
)
年
十

二
月

に
刻
成
し
も

の
。
後

者

「
和
訓

六

帖
」

は
、

二
本
松
藩

の
儒
官
服
部
大
方

の
手
に
成

る

「
名
言
通
」
(
天
保

六

年

十
月
刊
)

の
改
題
後
印
本
で
、
弘
化

三

(
一
八
四
六
)
年

三
月
に
刊
行
さ
れ
た

も

の
で
あ

る
。
ま
ず

「
言
元
梯

」
か
ら
紹
介
す
る
Q

 
書
名

の

「
言
元
梯
」
は

「
ケ

ン
ケ

ン
テ
イ
」
と
読
み

(「
大
略
」

の
題

の

振

り
仮
名
)
、
「
言
語

ノ
元
ノ

梯

」

の
謂

で

(同

「
大
略
」)
、
五
十
音
順

の
標
目

を
立
て
、
そ

の
中

に
第

一
音
節

の
五
十
音
に
よ
る
見
出

し
を
配
列

し
、
そ

の
下

に
簡
約

し
た
か
た
ち
で
語
源

を
示

し
て

い
る
も

の
で
あ
る
。
項
目
数

は
試
算
す

る
と
、
(
あ
)

二
五
三
、

(
い
) 
=

一六
、

(
う
)
 
=

一四
、

(
え
)
 
一
、

(
お
)

=
二
四
と

い
う
具
合

で
、
〈
あ
行
〉

六
三
八
、

〈
か
行
〉

六
八
七
、

〈
さ
行
〉

四

八
八
、
〈
た
行
〉
五
三

一
、
〈
な
行
〉

二
七

二
、
〈
は
行
〉

五

一
七
、
〈
ま
行
〉

四

〇

六
、
〈
や
行
〉

二
〇

六
、
〈
ら
行
〉

五

(
る

・
れ
ナ

シ
)
、
〈
わ
行
〉
一
八
二
の
、

計
三
九

三
二
項
。
但

し

「
ね
」
29

の

「
子
」

の
項

の
個
所

で
は
、
子

に
続
け

て

丑
～
亥

ま
で
の
十

二
支
を
す

べ
て
あ
げ
、
各

々
そ
の
語
源
を
示

し
て
あ
る
。
し

た
が

っ
て
純

然
た
る

「
ね
」
だ
け
で
は
二
九
項
と

い
う
こ
と
に
な

る
が
、
右

で
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は
便
宜
上
す

べ
て

「
ね
」

の
中

の

一
項
と
し
て
数

え
て
あ

る
。

 
内
容

の

一
端

は
、
本
稿

末
に
付

し
た
翻
刻
部
分
か
ら
も
う
か
が

い
知
れ

よ
う

が
、
「
日
本
繹
名
」
や
後
述

の

「
和
訓
六
帖
」
に
比
す
と
、
説

明
の
簡
単

な

項

目
の
多

い
の
が
特
徴
と
言
え
、
簡

単
す
ぎ

て

 
 
精

細

、
愛

妙

、
妙

甘
美
、
細

愛

(
く

・
1
～

4
)
、
細

小
問
所

(
こ

 
 

・
%
)
、
味

甘
美

、
甘
美

妙

(う

・
1
～
2
)

と

い
う
ぐ
あ

い
に
堂

々
め
ぐ
り
的

に
な

っ
て
し
ま

っ
て

い
る
点
も

散

見

さ

れ

る
。
な

お

 
 
喜
勢
留

姻
吸
ル
、
銀
杏

黄
子
甘
、
義
耶
万
牟

火
和

(
き

・
78
～

80
)

等
は
御
愛
敬

で
あ

ろ
う
。

以
下
、
諸
本

の
調
査
が
済
ん
で
な
い
の
で
心
も
と
な

い
が
、
参
考
ま
で
に
手
近
に
あ
る
④
⑬

二
本

に
よ

っ
て
そ

の
書
型

の
概
要
を
示

し
て
お
く
。

 

大
本
 

一
冊

 

表
紙
 
繧
色
布
目
地
紙
。
竪
25

・
5
、
横

17

・
8
糎
。

 

題
籏
 
⑬

本
に
よ
る
と
、
表
紙
左
肩
、
子
持
ち
枠
付

雲
母
引
短
冊
形
白
紙
。

 
 
 
 
「
言
元
梯
 

 
完
」
Q
堅

17
、
横
2

・
95
糎
。

 

前
見
返
し
 
④

黄
紙
。
単
太
枠
内

を
、
真
中

の
欄
が
他

よ
り
幅
広
く
な

る
よ

 
 
 
 
う
に
界
線

で
縦
に
三

ツ
割
。
中
央

に

「
元
言
梯
」
と
大
き
く
題
を
掲

 
 
 
 
げ
、
右

に

「
大
石
千
引

先
生
著
」
、
左

に

「
天
保
甲
午
繭

月

刻

成
」

 
 
 
 

と
記
す
。
⑬
本
は
、
雲
母
引
淡
黄
白
色
紙
。
枠
は
子
持
ち
枠
。
中
央

 
 
 
 

の
題
は

「
言

元
梯
」
と
正
し
く
な

っ
て
い
る
。

 
序
題
 
言
元
梯

の
序
」
(
①
天
保

五
と
せ
秋

の
半
月

の
か
け
ま

つ
窓

の

下

に

 
 
 
 
成
島
司
直
書
。
②
天
保

い
つ
と
せ

し
は
す

の
末

つ
か
た
天
野
政
徳

し

 
 
 
 

る
す
)
。

 

内
題
 
言
元
梯
」
。
次
行
左
下
方
に

「
新
武
葛
飾
 
大
石
左
衛
門
源
千
引
著
」

刊
記

柱
刻

丁
数

行
数

匡
郭

備
考

と
記
す
。

④
後
見
返
し
単
枠
内
。
上
方

に

「
獲
行
書
林
」
と

記

し
、
下

方

に

「
京
都
寺

町
通
松
原
下

ル
/
勝
村
治
右
衛
門
/
同
富
小
路

三
条
下
ル

/
須
原
屋
平
左
衛
門
/
大
坂
心
齋
橋
通
北
久
太
郎
町
/
河
内
屋
喜
兵

衛
/
江
戸
日
本
橋
通
萱

丁
目
/
須
原
屋
茂
兵
衛
/
同
日
本
橋
通
四
丁

目
/
須
原
屋
佐
助

」
の
三
都

五
軒

の
書
緯
名
と
所
在
地

を

列

記

す

る
。
但

し
後

印

の
も

の
か
と
思

わ
れ
る
。
な

お
奥
付

の
前
に

「
臨
時

客

慮

接
」
「裁

縫
早
手
引
」

の
内
容
紹
介
を
行
な

っ
て
い
る

金

花

堂
須
原
屋
佐
助

の
広
告

一
丁
分
が
あ
る
。
④

本
は
即
ち
須
原
屋
佐
助

版

で
あ

ろ
う
。
⑬

は
刊
記

ナ

シ
。

白

口
。
序

お
よ
び
巻
末
広
告
部
分

に
は
無

し
。
「
言
元
梯
大
略

壼

(～
陸
)
」
、
「
言
元
梯

 
 一

(
～
六
十

三
)
」
。
 
⑬
本

に
は
践
が

三

種
あ
る
が
、

は
じ
め
の
も

の
に
は
柱
刻
無

く
、

二
番
目
は

一
(～

三
)

の
丁
付

の
み
。
最
後

の
も

の
に

「
言
元
梯
賊
 

 

一
(
～
二
)
」

と
あ

り
o

④

七
十

五
丁

(
但

し
12
ウ
、
75
ウ
は
空
白
)

に
広
告

一
丁
と
奥
付
。

⑬

八
十

一
丁

〈
序
六
、
大
略
六

(
12
ウ
は
空
白
)
、
本
文

六
十

三

(
75

ウ
は
空
白
)
、
践

六
丁
〉
。

本
文
毎
半
葉
十
行

。
割

り
注
あ
り
。
字
数
 

一
行
十

三
字
。
序
践
と

本
文

の
五
十
音
分

け
の
標
目
、
④
本

の
巻
末
広
告

を
の
ぞ
き
漢
字
片

仮
名
ま

じ
り
。

広
告

や
奥
付

・
前

見
返

し
を
の
ぞ
き
無

し
。
字
高
 
竪
約
19

・
5
、

横
約

12

・
5
糎
。

前
述

の
如
く
⑬

本
に
蹟
文
が

三

つ
あ
る
。
①
言
元
梯
賊
」
(
平

仮

名

ま
じ
り
文
。
天
保
三
年
正
月
は
し
め
。
ま
な

ひ
子

池

田
貞
時
)
。
②
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題
ナ

シ

(和
文
、
漢
字
万
葉
仮
名
表
記
。
文
政
十

三
年
正
月
田
澤
仲

紆
識
)
。
③
言
元
梯
践
」
(
漢
文
体
、
天
保
五
年
秋
七
月
邨
井
又
玄
藤

原
千
清
謹
識
)
。

な
お
巻
頭
序
文

の
後

に

「
言
元
梯
大
略
」
あ
り
、
そ

の
末

に

「
文
政

十
三
庚
寅
年
十

一
月
廿

五
日
 
野
乃
舎
老
人
識
」
と
刻
す
。
即
ち
本

書
は
そ

の
頃

の
成
立

に
か
か
る
も
の
か
。

五

 
次

に

「
和
訓
六
帖
」

で
あ

る
が
、

こ
れ
は
前
述

の
如
く

 
 
此
書

ハ
、
天
地
萬
物

よ
り
平
生
言
語
に
至
る
ま
で
、
雅

・
俗

と
な
く
、
和

 
 
語

・
和
名

の
こ
と
わ
り
を

し
め
し
、
正
し
く
漢
字
を
ひ
き
あ
て
、
人
世
入

 
 
用

の
品
は
い
ふ
に
お
よ
ぼ
ず
、
鳥
獣
草
木

に
い
た
る
ま
て
、
そ

の
義
を
委

 
 
く

し
て
、

の
こ
る
所
な

し
、
実

に
日
本

の
字
典

・
正
字
通
と

も

い

ふ

べ

 
 
し
、
さ
れ
バ
和
学
寄
学

の
家

ハ
勿
論
、
漢
学

に
も
其
益
す
く
な

か
ら
ず
、

 
 
又
本
草

・
物
産
家

に
も

必

た
よ
り
有
べ
し
、
因

て

各

一
部

を
そ
な

へ

 
 
な

ハ
、
至
極

の
重
宝

な
ら
む
、
そ

の
外
す
ぺ
て
人
家

に
於
て
和
漢
字

の
節

 
 
用
と
な
す
時

ハ
、

ま
た
其
益
あ
る
べ

し
、
猶

見
て
知
り
た
ま
ふ
べ
し

と
和
泉
屋
吉
兵
衛

の
広
告

に
う
た
う
服
部
宜
著

「
名
言
通
」

の
改

題

本

で

あ

る
。

ま
ず
左

に
各

々
そ
の

一
本

に
よ
る
書
型
を
記
す
。

 
 
 
 
A
、
名
言
通

 
大
本

 
二
巻

二
冊

(原
装
)

表
紙
 
海
緑
色
布

目
地
紙

に
花
菱

・
唐
草
格
子
模
様
空
押
し
。
角
布
、
緑
。

 
 
 
 
竪
25

・
8
、
横

18

・
15
糎
。

 
題
籏
 
単
枠
付
短
冊
形
淡
香
色
紙
。
表
紙
左
肩
。
「
名
言
通
 

 
上
(
下
)
」
。

 
 
 
 
竪
17

・
65
、
横

3
糎
。

前
見
返

し
 
山
吹
色
紙
。
上
方

に

「
天
保
乙
未
新
鑛
」
と
右
横
書
き
。
そ

の

 
 
 

下
を
子
持

ち
枠

で
囲

い
、
中
央

の
欄
が
幅
広
く
な
る
よ
う

に
単
線
で

 
 
 
縦

に
三
ツ
割
に
し
、
中
央

に
大
き
く

「
名
言
通
」

と

出

し
、

右
に

 
 
 

二
本
松

 
 
 
「
服
部
先
生
著
」
、
左

に

「
東
都
書
林
 
名
山
閣
繍
梓
」

と
刻
す
。

序
題
 
①
名
言
通
序

」
(
癸
巳
孟
夏
 
松
崎
復
撰
)
、
②
自
叙
」

(
天

保

六
年

 
 
 

乙
未
春

二
月
望
 
服
部
宜
識
)
。

内
題
 
名

言
通
上

(下
)
/
信
濃
 
服
部
宜
著
/
男
 
厚
校
」
。

柱

刻
 
〈
上
〉
松
序
 
 

一
(
～
三
)
」
、
自
叙
 
 

一
(
二
)
」
、
凡
例
 

 

一

 
 
 

(
二
)
」
、

五
十
音
説
 
 
〇

一

(～
五
)
」
、
名
言
通

=
○
巻
上
 
 
ヨ

 
 
 

(～

四
十
八
)
」
Q
〈
下
〉
名
言
通
=○
巻
下

=
一

(
～
五
十

三
)
」
。
巻

 
 
 

末
広
告

三
丁
分

お
よ
び
奥
付

に
は
柱
刻
ナ

シ
。

尾
題
 
名
言
通
上

(下
終
)
」
。

刊
記
 
単
太
枠
内

を
界
線

で
縦

に
ニ
ツ
割
に
し
、
右
に

「
名
言
通
次
編

 
 
 

追
出
/
大

日
本
風
土
略

離
縞
翻
諺
計
鵬
齢

近
刻
」
、
左

に

「
天
保
六
乙
未

 
 
 

年
冬
十
月
/
書
距
/
京

三
条
通
松
原
下

ル
/
勝
村
治
右
衛
門
/
大
坂

 
 
 

心
齋

橋
通
安
堂
寺
町
/
秋
田
屋
太
右
衛
門
/
江
戸
両
國
吉
川
町
/
山

 
 
 

田
佐
助
/
同
芝
神

明
前
/
和
泉
屋
吉
兵
衛
」
と
記
す
。
な

お
本
文
末
、

 
 
 

刊
記

の
前

に

「
名
言
通
」
を
含

む

「
書
林
名
山
閣
藏
板
目
録

(
江
戸

 
 
 

芝
神
明
前

和
泉
屋
吉
兵
衛
)
」

三
丁
分
が
あ
り
、
計

σ
点

の

書

物

 
 
 

の
広
告
を
記
す
。
上
巻
前
見
返
し

の
表
示
と
合
わ
せ
、
版

元
は
名
山

 
 
 

閣
和
泉
屋
吉
兵
衛

で
あ
る
と
見

て
よ
か
ろ
う
。

丁 行
数 数

 

匡
郭

有
界
九
行
。
注

は
双
注
、
反
切
は
多
く
陰
刻
。

〈
上
〉
序
五
、
凡
例

二
、

五
十
音
説
五
、
本
文
四
十
八
、
計

六
十

丁
。

〈
下
〉
本
文

五
十

三
、
広
告
三
、
奥
付
半
丁
、
計
五
十

六
丁
半
。

単
辺
。
竪
18

・
6
、
横

12

・
92
糎
。
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題 表 大
籏 紙 本

 

前
見
返
し

序
題

内
題

尾 柱
題 刻

 

刊
記

B
、

和
訓

六
帖

二
巻

二
冊

濃
繧
色
布
目
地
紙
。
竪
25

・
6
、
横

18

・
5
糎
。

単
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
表
紙
左
肩
。
「
和
訓
六
帖
 

 
上
(
下
)
」
。
竪

17

・
25
、
横
2

・
95
糎
。

 
 

A
本

と
同
版
。
但
し
上
方

に
あ

っ
た

「
天
保

乙
未
新
錐
」
と
右

に
あ

っ
た

「
二
本
松
」
を
削

り
、
中
央

の
題

「
名
言
通
」
を

「
和
訓

六
帖

 
全

二
冊
」
と
改
刻

し
て
あ
る
。

①

の
松
崎
復

の
漢
文
体
序

の
題

を

「
和
訓
六
帖
序
」

と
改
刻
。
但

し

文
中

に
あ

る

「
名
言
通
」

の
書
名
は
そ

の
ま
ま
。
②

の

「
自
叙
」
は

全
文
削

っ
た
も

の
か
、
手
も

と
の
本

に
は
見
当

ら
な

い
。
要
再
考
。

書
名

・
巻
分
け

の
と

こ
ろ
だ
け
改
め
、
「
和
訓

六
帖
上

(
下
)
」
と
し

て
あ
る
。

書
名

の

「
名
言
通
」

の
部
分

を
削
る
。

〈
上
〉
「
上
終
」
と

の
み
す
る
。
紙
数
節
約

の
た
め
か
、
「
和
訓
六
帖
」

上
巻

は
、
 
「
名
言
通
」
上
巻
終

丁
に
あ

っ
た
項
目
数

の
表
示
と
尾
題

を
、
そ
の
前

の
丁
、
最
終
行
本
文
末

に
移

し

(
各

々
改
刻
)
、

天

と

人

の
分
類

の
意
義

に
つ
い
て
の

一
文
を
削
除
し
て
あ

る
。
な
お
項
目

数
が

A
に

「
天
人
凡

一
千

百
六
十
三
名
」

と
示

し
て
あ

っ
た

も

の

を
、
 
「
和
訓
六
帖

」

で
は

「
天
人
凡

一
千
八
百
六
十

三
名
」
と
し
て

し
ま

っ
て
い
る
。
〈
下
〉

「和
訓

六
帖
下
終

」
と
改
刻
。

単
太
枠
内

の
右

に

「
弘
化

三
年
丙
午
季

春
完
刻
」
と
大
き
く
出
し
、

そ

の
左

に

「
書
房
」
と
右
横
書
き
、
そ
の
下
に

「
京
都
三
条
通
舛
屋

町
 

出
雲
寺
文
次
郎
/
大
坂
心
齋
橋
通
安
堂
寺
町
 
秋

田
屋
太
右
衛

門
/

同
心
齋
橋
通
北
久
太
郎
町
 
河
内
屋
喜
兵
衛
/
同
心
齋
橋
通
博

丁
数

備 匡 行
考 郭 数

勢
町
 
同
茂
兵
衛
/

江
戸

日
本
橋
通

一
丁
目
 

須
原
屋
茂
兵
衛
/

同

日
本
橋
通

二
丁
目
 
山
城
屋
佐
兵
衛
/
同
芝
神
明
前
 
岡
田
屋
嘉
七

/
同
同
所
 
和
泉
屋
吉
兵
衛
梓
/
同
本
町
三
丁
目
 
同
善
兵
衛
/
同

榑
正
町
 
同
半
兵
衛
」

の
十
名
の
書
腔

の
所
在
地
と
名
前
を
列
記
す

る
。
す

な
わ
ち

「
名
言
通
」

と
同
じ
く
名
山
閣

和
泉
屋
吉
兵
衛
が
版

元

で
あ
る
。

〈
上
〉
序

三
、
凡
例

二
、
本
文

四
十
七
、
計
五
十
二
丁
。
但

し

諸

本

を
精
査

し
て
い
な

い
の
で
、
「
自
叙
」

お
よ
び

「
五
十

音

説
」
が
他

本

に
も
無

い
も

の
か
要
調
査
。
〈
下
〉
本
文

五
十

三

(
但

し
終

丁

ウ

は

「
名
言
通
」
に
あ

っ
た
漢
文
体

の
賊

文
が
削
除

さ
れ
、
罫
線

の
み

と
な

っ
て
い
る
)
、
奥
付
半

丁
、
計
五
十
三
丁
半
。

「
名
言
通
」

に
同
じ
。

単

辺
Q
竪

18

・
55
、
横
12

・
9
糎
。

右
に
示

し
た
相
違
点
を
の
ぞ
け
ぽ
、
A
本
と
同

一
の
版
木

を
使
用

し

て
の
出
版

で
あ
る
。

 
す
な
わ
ち
、

B

「
和
訓
六
帖

」
は
A

「
名
言
通
」

の
改
題

・
後
印
本

と
い
う

こ
と
に
な
る
。
而

し
て
そ

の
内
容
は
次

の
如
く

で
あ
る
。

ま
ず
配
列

や
項
目
数

に
つ
い
て
見

る
と
、
凡
例
に

 
 

コ
ノ
書
、
物
名

・
言
語
分
テ
上

下
ト
シ
、
物
名

ハ
天

・
人

ヲ
分

チ
、

土
ト

 
 
金
石
草
木

ト

ハ
ミ
ナ
天

二
属

シ
、
鳥
獣
贔
魚

ハ
人

二
属

シ

(中
略
)
言
語

 
 

ハ
別

二
五
十
音

二
分

チ
、
捜
索

二
便

ス

と
あ
る
よ
う
に
、
上
巻
を
物

名
、
下
巻
を
言
語

の
二
つ
に
大
別

し
、
物
名
を

天

部
と
人
部

に
分
け
る
。
そ
の
う
ち
天
部
は
、
そ

の
標
目
の
下

に

「
絡
二
土

及

金

石
草
木
こ

と
あ
る
通

り
、
〔
天
〕
～
木
類

の
六
類

に
分
け
、
試
算

に
よ
る
と
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〔
天
〕

=

六
、

土
類
四
九
、
金
五
、
石

五
、
草

一
五
〇

、
木
類
九
七

の
計
四

二
二
項

(本
文
末
に
は

「
通
計

四
百

二
十
三
名
 
所
レ
属
不
レ
等
」

と
あ

り
)

の
見
出
し
を
立
て
て

い
る
。

そ
し
て
人
部
は
、
同
じ
く
標
目

の
下
に

「
言

語
為
レ外
鳥
獣
贔
魚
属
レ
此
」
と
あ
る
如
く
、
〔
人
〕
～
魚
類

の
十
三
類

か
ら
成

り

 
 

〔
人
〕

=
二
、
人
倫
四
九
、
等
差

一
八
、
身
膿

一
〇

一
、
疾
病

三
三
、
飲

 
 
食

二
三
、
衣
服
附
褻

器
四
六
、
宮
室
六
七
、
器
用
舟
車
雑
具
附

一
八
九
、
鳥

 
 
類

五
七
、
獣
類
三
四
、
贔
類

三
三
、
魚
類

七
三

の
計
七
三
六
項

(
本
文
末
に
は

「
通
計

七
百
四
十
名

 
所
レ
属
不
レ等
」
と
あ

り
)

を
立
て
、
語

源
そ

の
他
を
説
く
。
ま
た
下
巻
は
言
語
門

の
み
で

 
 

ア
部

五
十
、
附
三
七
、
イ
部

五
〇
、
附

二
八
、
ウ
部
四
四
、
附

一
八
、

工

 
 

部
三
、
附

三
、

ヲ
部

一
三
、
附
九

と

い
う
具
合

に
、

ア
行

一
六
〇
、
附
九
五
、

力
行

一
四
五
、
附

七
三
、

サ
行

一

一
〇
、
附

八
九
、
タ
行

一
四
〇
、
附
八

二
、

ナ
行
七
九
、
附

四
五
、
ハ
行
九
八
、

附

四
八
、

マ
行
八
三
、
附

五
二
、

ヤ
行

(
ヤ
、

ユ
、

ヨ
)

三
四
、
附

三
三
、
ラ

行

(
ラ
、

レ
、

ロ
)
附

の
み
八
、

ワ
行

(
ワ
、
ヰ
、

ヱ
、

オ
)

六
八
、
附

二
八

の
計
九

一
七
、
附
五
五
三
、
あ
わ
せ
て

一
四
七
〇
項

(末

に
は

「
通
計
九
百

一

十

六
言
 
所
レ
属
未
レ
笄
、
附
五
百
五
十
三
言
、
合
千
四
百
六
十
九
言
」
と
あ
り
)

を
収
載
す
る
。
そ
し
て
こ
の
言
語
門

は
、
凡
例
に

「
言
語
、
字
敷

ニ
ヨ
ル
」

と

あ

る
如
く
、
各

々
の
部

の
中
が
、
例

え
ぽ

「
あ
部
」

で
言
え
ぽ
、
1

の

「
有
」

～

9

「
澗
」
ま

で
が
二
音
節
語
、
10

「
新
」
～
32

「長
」

ま
で
が
三
音
節
、

33

「
新
」
～
50

「
暖

」
が
四
音
節
語
と
い
う
ぐ
あ

い
に
、
所
謂
早
引
節
用
風
の
音

節
数
順
配
列
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
凡
例
に

「
物
名

・
言
語
、
文
字

ナ

キ
モ
ノ

・
類
、
雅
俗

ト
モ

ニ
ミ
ナ
、

五
十
字
毎
字

ノ
下
載

セ
テ
附

ト

ス
」
「
内

和
外
漢
助
辞
、
大
要

ヲ
用

ヒ
、
亦
以
テ
附

ト
ス
」
と
言
う
如
く
、
各

々
の

部

の

終
り
に
、

 
 

ア
ナ
、

ア
イ
、
ア
テ
、

ア
ナ
タ
…
…
ア
ン
チ
ウ

コ
ッ
タ
、

ア
ヂ
ヤ

フ
ニ
モ

 
 

カ
ヂ
ヤ

フ
ニ
モ

と
い
う
具
合

に
、
必
ず

し
も
漢
字
表

記
を
伴
わ
な

い
和
語

を

「
附
」

と
し
て
や

は
り
音
節
順

に
並
べ
、
次

に

「
量
」
「
剰

」

の
よ
う
な
所
謂
助
辞

・
助

語

の

た
ぐ

い
を
音
節
数
順
に
配
列

し
て
あ
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

 

い
ず
れ

に
し
て
も

「
和
訓

六
帖
」
す
な
わ
ち

「
名
言
通
」

に
は
、
上
巻

と
下

巻
を
合
わ
せ
て
計

二
六
二
八
項
が
見
出

し
と
し
て
立

て
ら
れ
て

い
る

(
原
本
下

巻
末

に
は

「
名

・
言
合

二
千

六
百
三
十
二
」
と
す
る
)

わ
け

で
あ

る
。

し
か
し

例
え
ぽ
、
下
巻
37
オ
上
欄
外

に

「
ア
カ
」

48
ウ
に

「
キ
セ
ル
」
等

の
説
明
が
記

さ
れ

て
い
た
り
、
本
文
解
説
中
に
見
出

し
に
関
連

し
て
色

々
な
語
例
が
掲

げ
ら

れ
て

い
る
の
で
、
実
際

の
収

録
語
彙
数
は
も

っ
と
多

い
。
そ
の
内

容

の

一
端

は
、
本
稿

の
末

に
記

し
た

「
日
本
繹
名
」

の
翻
刻

(
抄
)
を
参
照

さ

れ

た

い

が
、
始

め
に
見
出

し
を
漢
字

・
ブ
リ
仮
名
付
き

で
掲
出
し
、

そ
の
下
に
語

源
を

記
し
、
陰
刻

(凡
例

に
言
う

「
白
字
」
)

で

「
詞

ノ
延
約
」
(
反
切
)

を
示
し
、

そ
の
下

に
双
注

の
形
式

で
語
釈
等
を
綴

る
と

い
う
方
式

を
原
則
と

し
て
採

り
、

前
述

の

「
言
元
梯

」
と
は
対
照
的
と
言

え
る
ほ
ど
説
明
の
長

い
の
が
特
色

で
あ

る
。

二
、

三
例
を
あ
げ

る
と

 
 
蝉

 
ソ
ノ
鳴

声
ナ
リ
 
田
舎

ニ
ア
リ
、
声

セ
ミ
く

ト
云
フ
ガ
如

シ
、
京

 

 

ナ
ド

ニ
テ
云

フ
セ

ミ

ノ

「
、

或

ハ
別

ニ
ソ
ノ

名

ア

リ
、

山

陽

諸

国

ナ
ド

ニ

 

 

ハ
、

ソ

レ

ヲ
松
虫

ト

ス

ル
処

ア
リ
、

秋

ノ
松

虫

ト

ヒ

ト

ツ
名

ナ
リ

、

ソ

ノ

 

 

物

多

ク
松

ノ

木

二
取

ツ
キ

鳴

ユ
ヱ
也

、

ヒ
グ

ラ

シ

バ
、

日

ク

レ

ス

寸

シ
キ

 

 

ニ
乗

メ
鳴

ク
、

カ

ツ

タ
ゼ

ミ
ト

モ
云

フ
、

カ

ツ
タ

ハ
ソ

ノ
声

ナ
リ

、

チ

カ

 

 

ラ
ゼ

ミ

ハ
声

ミ

ン
く

ト

云

フ
ガ
如

シ
、

カ

ヲ

入

ル

・
ヤ

フ

ニ
聞

ユ
ル
故

 

 

二
、

カ

セ
ミ

ト

ス
、

ツ

ク
く

ボ

ウ

シ

バ
、

コ

レ
モ
声

ナ

リ

、

ッ

ク
く

 

 

ボ

ウ

シ
古

ク

ツ
く

ボ

ウ

シ
ト

云

フ
、

又

ウ

ツ
ク

シ

ヨ
シ
ナ

ド

モ

ア
リ

、
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末

ニ

ハ
ツ
ク

リ

ン
ギ

ヤ
ウ

シ
ト

云

フ
ガ
如

シ
、

ハ
ル
ゼ

ミ

ハ
、
春

三
月

ノ

 
 
頃

出

テ
鳴

ク

、

ソ

ノ
声

尋

常

ノ
蝉

二
似

テ
少

シ
差

ア

リ
、

コ
ノ

モ
ノ
、

蝉

 
 

ノ
イ

チ

早

ク

出

ル
モ

ノ
也

、

凡

セ

ミ
ノ
類

又

種

々

ア
リ
、

予

西

藩

ノ
人

云

 
 

フ

ヲ
キ

・
シ

ニ
、

ソ
ノ
処

ニ
カ

ナ

セ
ミ

ト
云

プ

ア
リ
、

カ

ナ

セ

ミ

バ
カ

ネ

 
 
セ
ミ
購
也
、

ソ
ノ
声

ジ
ヤ

ン
く

ト
云

フ
ガ
如

シ
、
故

二
云
フ
、
又
刻

 
 
く

ゼ

ミ
ア
リ
、

チ
イ
く

ハ
ソ
ノ
声
ナ
リ
、

二
三
月
出

テ
鳴

ク
、

ハ
ル

 
 
セ
ミ
ト

モ
異
リ
、
按

ス
ル

ニ
山
民
或

メ
ウ
チ
ン
ト
云

フ
、

ソ
ノ
声

ヲ
妙
ト

 
 
ス

ル
也

(
巻
上

・
物

名

・
人
部

・
贔
類
18
)

 
 
ア
シ
ラ
フ
 

京
人
慮

接
ヲ
云
フ
、
ア
槍
ス
ル
也
、

ア

ハ
反
ア
、

ル

延

ラ

フ

 
 
(巻
下

・
言
語

・
ア
部

・
附

12
)

 
 
ア

ン
チ
ウ

コ
ッ
タ
 
安
房
人

ナ
ト

ノ
詞
、

ナ
嗣
ト
侶
フ
喧
ト
ナ
ラ
ソ
也
、
亦
嵯
賞

 
 

ス
ル
意

ナ
リ

(
同
30
)

の
如
く

で
あ

る
。
も
と

よ
り
そ
れ
ら

の
説
は
、
す
べ
て
が
著
老
服
部

宜
の
独
創

に
か
か
る
も

の
で
あ

る
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、

 
 
前
人
ノ
説
取
用

ル
モ
ノ
、
必

シ
モ
ソ
ノ
名
ヲ
載

セ
ス
、
或

ハ
取
捨

ス
ル
処

 
 

ア
リ
テ
、
辮

論
煩

シ
キ

ニ
ヨ
ル
、
中

二
信
契
沖
、
荷

田
東
満
、
加
茂
真
淵
、

 
 
本
居
宣
長
、
荒
井

田
久
老
、
谷
川
士
清
、
橘
千
蔭
、

コ
ノ
数
人

ノ
説
、
尤

 
 
多

ク
取
用

ル
処
ナ
リ
、
又
物
産
家

=

一有
名

ノ
士
ノ
説
亦
然
リ

と
凡
例

に
述
ぺ
て

い
る
よ
う

に
、
諸
説
を
勘
案

し
て

い
る
面
も
見
ら
れ
る
。
貝

原
好
古

の

「
諺
草
」

の
説
を
批
判

し
て

い
る
場
合

(
巻
下
、

イ

ン
ノ

コ
く

、

レ
ロ
く

)
や
、
井
澤
長
秀

の

「
本
朝
僅
諺
」
を
引

い
て

い
る
場
合

(
ヲ

コ
ノ

モ
ノ
)
等
も
あ
り
、
典

拠
そ

の
他

に
つ
い
て
今
後
検
討

を

要

し

よ

う
。
な

お

「
名
言
通
」
奥
付

に

「
名
言
通
次
編
 

 
追
出
」

と
あ
り
、

凡
例

で
も

「
古
語

及
方
言
俗
語
、
書
中
略

ス
ル
処
、
次
編

ト
ス
」

と
言

っ
て

い
る
と
お
り
、
次
編

を
出
す
計
画
が
あ

っ
た
ら

し
い
が
、
詳
細

は
不
明
で
あ
る
。

〔翻

刻
〕

 

 

 

凡

 

 
例

一
、
丹
澤
文
庫
所
蔵

の
森
立
之
手
沢
本

「目
本
繹
名
」
を
底
本

と
し
、
立
之

の
書
き
入
れ
の
あ

る
項
目

の
み
を
翻
刻

し
、
※
印

の
下

に
立
之

の
書

き
入

れ
を
掲
出

し
た
。
ま
た
そ
の
書
き
入
れ
に

「言
元
梯
」
や

「和
訓

六
帖
」

の
名

が
見
え

る
時
は
、
各

々
の
書

の
該
当
部
分
を
次
に
併
出

し
た
。

一
、
翻
刻

に
際

し
て
は
、
字
体
を
概
ね
通
行

の
も
の
に
直

し
た
ほ
か
、
私

に

改
行
、
句
切
れ
を
施
し
、
字
配

り
も
適
宜
変
え
て
あ

る
。
引
用
項

目
に
付

し
た
算
用
数
字

は
、
私
に

つ
け
た
項
目
番
号
で
あ

る
。

一
、
原
文
翻
刻

の
末

に
我
流

の
覚
え
書
き
風
の
略
注
ら

し
き
も

の

を

付

し

た
。
文
献

の
引
用

の
仕
方
や
注
の
設
定
も
か
な
り
に
恣
意

的
で
あ
り
、
か

つ
忽
卒

の
問

に
作
成

し
た
メ

モ
で
あ

る
か
ら
、
誤
り
も
あ

ろ
う
し
、
参
照

す
べ
き
文
献
を
使
用
せ
ず
当
然

あ
る
べ
き
個
所
に
注
が
無

い
等
、
種
々
の

破
綻
を
露
呈
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、
参
看

に
際
し
て
は

十

二
分
に
注
意

せ
ら
れ
た

い
。
な
お
今
後
補
訂
作
業
を
行
な
う

つ
も
り
で

あ

る
。
ま
た

「万
葉
仙
覚
註
」、

「言
元
梯
」
閲
覧

に
あ
た
り
御
世
話

い
た

だ
い
た
相
原

}
・
石
川
俊

}
郎
、
平
沢

五
郎

の
各
氏
に
、
深
く
謝
す
る
次

第

で
あ

る
。

翻

刻

(
上

口
、

天

象

・
1
)

ア
'
享

 

 

 

 
カ
へ
・(注
1
)

天
地

 

あ

め

の
反

字

ハ
ゑ

也

、

ゑ

ハ
ひ
ら

く

か

な
、

陽

也

、

つ
ち

の
反
字

ハ
ち
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イ
ソ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注
2
)

也
、
ち

ハ
と
つ

る
か
な
、
陰
也
、
あ

め
つ
ち
皆
上
古

の
時

の
語
也
、
此
類
を
自

語
と
云
、
神
代
直
指
抄
に
日
、
本
朝
最
初
言
語
音
聲

の
初

に
、

あ
め
と
云
て
、

た
か
き
義
た
ふ
と
き
義
を
取
り
、
陽
道
を
あ
ら

ハ
し
、

つ
ち
と
い
ふ

ハ
、
ひ
き

玉
義

い
や
し
き
義
を
取
て
、
陰
道
を
あ
ら
は
す

 
 
※
案
、

ア
メ

ハ
雨

ナ
リ
、

ツ
チ

ハ
土
ナ
リ
、
物

ノ
天

ヨ
降

ル

ハ
、

雨
ヲ
以

 
 

テ
最
明
徴

ト
ス
、

地

二
在

ル

ハ
、
土

ヲ
以
テ
最

明
徴

ト
ス
、
故
天
ヲ
サ
シ

 
 

テ
ア
メ
ト
云

ヒ
、
地

ヲ
サ

シ
テ
ツ
チ
ト
イ

フ
ナ
リ
、

ア
メ
ノ
ア

ハ
、

ア
フ

 
 
グ

ノ
ア

ニ
テ
、
上

ヨ
リ

ノ
義
、

メ

ハ
、

ミ
ヅ
也
、

ウ

ハ
ノ
反
リ

ア
、

ミ
ッ

 
 

ノ
反

リ
メ
ナ
リ
」
、

ツ
チ
ノ
ッ

ハ
、

ト
ヂ

ル
ノ
義
、

ト
チ
ノ
反

(
一
字

分

 
 
消

ち
あ
り
)

ナ
リ
、

チ

ハ
ヒ
チ

ノ
ッ
マ
リ
也
、
即
閉
土

ノ
義
ナ
リ

(同

・
2
～
4
)

陽

 
ぎ

と
訓
ず
、
剛
き
意
也
、
又
お
と
訓
ず
、
男
也

陰
 

み
と
訓
ず
、
柔

か
な
る
意
也
、
又
め
と
訓
ず
、
女
也
、
ぎ
み
は
陰
陽

の
本

訓

也
、
是
又
自
然
の
語
也

神

か

み
は
上
也
、
か

み
に
在
て
た
ふ
と
む

ぺ
し
、
直
指
抄
に
見

え
た
り
、
又

陰
陽

の
和
訓
を
ぎ

み
と

い
ふ
、
か
と
き

と
相
通
な
れ
ば
、
陰
陽
と
云
意
も
有
ぺ

し
、
神

ハ
陰
陽

の
霊
な
れ
ぽ

也
、
鏡

の
中

の
が

の
字
を
略
せ
り
と

い

へ
る
説
あ

し
き
由
、
直
指
抄
に
見
え
侍
る
、
鏡

の
い
ま
だ
出
来
ざ
る
時
、
す

で
に
か
み

の

号

ハ
有
べ

し
、
上

の
字

の
正
訓

を
と
ら
ず

し
て
、
鏡
を
取
て
附
會
す
る
、
す

ぺ

て
か
や
う

の
類
、
皆

ひ
が
事

也

 
 
 
 

 
 
 
 

(注
3
)

 
 
※
案
、
今
俗
語
、
ギ

、ミ
ガ

マ
ト
雑
言
争
論

ス
ル
ナ
ド
イ
フ
コ
ア
リ
、
蓋
ギ

 
 

ミ
ガ

マ
ハ
陽
陰
神

ノ
轄

ニ
テ
、
白

シ
ト
イ

ヘ
ハ
黒

シ
ト
云
、
剛
ト
イ

ヘ
ハ

 
 
柔

ト
相
争

フ
ノ
義

ナ
ラ

ン
カ

(
同

・
5
)

日
 
天
地
は
し
め
て
ひ
ら
け

し
時

よ
り
、
す

で
に
日
あ
り
、
是
自
然
の
語
な
る

ぺ
し
、
或
説
、
日

ハ
火

の
精
な

る
ゆ

へ
に
名
つ
く
、
又

ひ
る
と
云
説
あ

り
、
日

に
あ
た
り
て
物
ひ
る
な

り
、
此
等

の
説
、
用

ひ
が

た
し
、
日
は
上
古

の
自
語

な

れ
バ
、
日

の
訓
を
か
り

て
火
を

ひ
と

い
ふ
な
る
べ
し
、
ひ
る
と
い
ふ
こ
と
ぽ

ハ

 
 
 
 
 

 
 
(注
4
) 
 
 
 
 
 
 
 
シ

日
よ
り
出
た
り
、

日
は
母
語
也
、

ひ
る

ハ
子
語
也
、
子
語
を
以
母
語
を

と
く

べ

か
ら
す

 
 

※
案
、

ヒ
ト
イ
フ
詞

ハ
ス
ベ
テ
、

ヒ
ラ
ク
、

ヒ

ロ
ガ

ル
ナ
ド

ノ
ヒ

ニ
テ
、

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(注
5
)

 
 

天
日
ノ
雪

二
用

ヒ
来

レ
ル
也
、
彼
土

ニ
テ
日

ハ
實

也
ト
イ

ヘ
ル
音

ト
其
義

 
 

同

シ
、

ハ
行

ノ
音

ハ
ス
ベ
テ
、

ハ
ビ

コ
ル
意

ア
リ

(
同

・
6
)

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ツキ
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

ゆ
ウ
キ
 
(注
6
)

月

是
亦
自
語
な
る
べ
し
、
或
説
尽
也
、

か
け
て
皆

つ
く

る
也
、
刻
熈
が
繹
名

 
 
 

ゲ
ヅ
 
 
 

 
 
 
 

 
 

(注
7
)
 

'
ト
バ

に
月

ハ
訣

也
と
い

へ
る

に
似

た
り
、
凡
神
代

の
言
は
今

よ
り
は
か
り
が
た

し
、

旦
又
自
語

お
ほ
か
る
べ
し
、
今

み
だ
り
に
其
義
を
と
く

と
も
、
あ
た
ら

ぬ
事
な

る
ぺ
し

 
 
※
案
、
月

ヲ
ツ
キ
ト
訓

ス
ル

ハ
、
即

チ
月

ハ
闘
也

ト
同
義
、
満
月

ハ
僅
半

 
 
時
許

ニ
テ
月
末

ニ
ハ
ナ
キ

ニ
至

ル
、

コ
レ
カ
ケ
ツ
ク
ル
ニ
似

タ
リ
、
'故

ニ

 
 

ツ
キ
ト
名
ク

ル
也

(同

・
7
)

星
 

ほ

ハ
ひ
と
通
ず
、

し

ハ
白
き
也
、
星
は
日
の
光
を
う
け
て
白

し
、

下
を
略

す 
 
※
案
、
光
少

シ
ノ
義
、
少

・
小

ヲ
シ
ト
訓

ス
ル

ハ
、
賎
 
薮
 
蜆

 
萎

ノ

 
 
類

コ
レ
ナ
リ

(同

・
8
)

風
 

ふ
か
せ
な
り
、
虚
空

よ
り
ふ
か
す
る
也
、
但
上
古

の
こ
と
は
其
名

つ
け
し

意

は
か
り
が
た
し

 
 
 
 
 

 
 
 
香
末
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o

 
 
※
案
、
カ
ゼ

バ
カ
ス
ヱ
、

コ
・
ヨ
リ
カ
シ

コ
ヘ
フ
ク
ノ
名

ナ
ラ

ン
、
セ

ハ
、
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セ
ル
、

セ
ム
ナ
ド
ノ

セ
ナ
ラ
ソ
、

セ
リ

コ
ム
ノ
義

ナ
リ

(同

・
10
)

 
 
(注
8
)

雲
 
仙
覚
が
萬
葉

の
註

に
。
く
は
内

へ
ま
く
り

い
る
詞
、
も

ハ
む

か
ふ
義

、
篤

力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注
4
)

信

云
、
此
説
う
が

て
り
、
く
も

ハ
上
古

の
自
語
な
る
べ
し
、
或
く
も
る
と
云
意

な
る
か
、
但
く
も

は
母
語
に

し
て
、
く
も

る

ハ
子
語
な
る
か
、
凡
仙
覚
が
説
、

よ
き
も
あ

り
又

ひ
が
め
る
も
多

し
、

こ
と
み
＼

く

は
用
が
た
し
、

よ
き
を
取
、

ひ
が

め
る
を
す

つ
べ
し

 
 
 
 
 
(注
9
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
・

 
 
※
案
、

ク

モ
ハ
、

コ
モ
ル
ノ
義
、
ク

コ

一
音

ナ
リ

(
同

・
12
)

 
 

シ
モ 
 
 
 
 
 
 
 
(注
10
)

霜

下
に
あ

る
の
義
也
、
霜
満
レ
天
な
ど

い
へ
共
、
か
た
ち
の
み
ゆ

る
は

下

に

あ
り
、
又
高
山

に
霜
な

し
、

一
説

し
は
白
也
、
も

は
さ
む
き
也
、
む
と
も
と
通

ず
、
白

し
て
さ
む
き

な
り

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(注

11
)

 
 

※
案

、
劉

ハ
シ
ラ
ア
メ
ノ
義
、
又
案
、
白
萌

ノ
義
、
霜

ハ
地
上

ヨ
リ

モ

 

 

エ
ア
カ

ル
也
、

シ
モ
バ

シ

ラ

ナ
ド
徴

ス
ベ

シ

(同

・
13
)

雷

い
か
り
て

つ
ち
に
お

つ
る
也

(
↓
解
騰

頁
上
段
参
照
)
(見
消
ち
)

 

 

※

案

ス

ル

ニ
、

イ

カ

ハ
イ

カ

ル
義

、

ツ
チ

ハ
ツ
ド

フ
也

、

ツ
ト

ビ

・
ト

フ

 

 

ノ
反

チ

ト

ナ

ル
ナ

リ
、

雲

ノ
中

ニ
イ

カ
タ

テ

ル
其

形

、

之

ヲ
望

ム

ニ

一
所

 
 

二
聚
リ
轟
ク
故
二
、
カ
ク
名
ケ
シ
也
、
古
文
・
雷
・
字

舞

 
 

如
此
、
亦
詮
ト
為
ベ

シ

 
 

一
説

ニ
イ
カ
ダ

チ
ノ
音
轄
、
即
怒
リ
立

ッ
ノ
義
也
ト
、
又
通

ス

(同

・
14
)

姻
 
春
。
か
す

み
た
て

ハ
、
野
も
山
も
あ
ら
は
に
見
え
ず
、
か
す

か
に
見
ゆ
る

也 
 
※
醗
璽
ア
蒙

也

翻

案
ス
ル
ニ
・
本
・
呈

・
麺

朝
霞
護

・
名

 
 

ヨ
リ
韓
〆
、
春
鶴

ヲ
モ
カ

ス
ミ
ト
云
フ
ナ
リ
、
段

ノ
声

二
赤

キ
義

ア
リ

、

 
 
暇

・
蝦

ノ
字
是

ナ
リ
、
銭
沽

ハ
暇

ノ
本
字

ト
セ
リ
、
従

フ
ベ

シ

 
 

(帖
)
上

・
物
名

・
天
部
8

「
螺

,
ア
赫
ソ
詳

朝

ヤ
多

ヤ
ケ
也
、
俗
春

 
 
舘

ヲ
霞

ト
云

フ

ハ
誤
リ
輻

セ
シ
也
」

(
同

・
15
)

霧
 
き

ハ
け
也
、
き
と
け
と
通
ず
、
気
降
也
、

ふ
を
略
す

 
 
※
案

、
キ
リ

ハ
ク
ラ
ム

コ
ル
ノ
義
、
キ
リ
タ
ツ

バ
ク
ラ
、ミ
立
ナ
リ

(
同

・
17
)

暴
 
水
あ
ら
れ
也
、
縦
横

二
重
相
通

の
反
な
り
、
此
類
も
亦
多

し
。
ら
を
略
す
、

雨
と
あ
ら
れ
と
ま
じ
る
を
云

 
 
※

六
帖
同
説
 
 
霰
和

 
 

(
帖
)
上

・
物
名

・
天
部

13

「
堤

ミ
殊
ア
堰
レ
也
ラ

レ
反

レ
、
和
名
抄
霰
亦

 
 

ミ
ゾ

レ
ト
訓

ム
」

 
 

(
倭
名
類
聚
紗
)

巻

一
・
天
部

・
風
雪
類
第

三
12

「
霰
 
爾
雅
註
云
、
霰

 
 
泳
羅

.藤

・
七
見
風
、
又
俺
撫

麗

美
」。

聡

動

.
孫
価
云
、
欝

 
 
雪
相
雑

也
、
音
於
驚
反
、
文
選
雪
賦
師
説
日

底
曽
」

(江
戸
時
代
後
半

に

 
 
最

も
流
布

し
た
所
謂
渋
川
版
後
印
付
訓
本

に
よ
る
)
。

(同

・
18
)

嵐

 
山
風

ハ
あ

ら
き
物
也
、
又
草
木

を
ふ
き
あ
ら
す
也
、
文
屋
康
秀

の
嵜

に
、

吹
か
ら
に
秋

の
草
木

の
し
ほ
る
れ
.ハ
む
ぺ
山
風
を
あ
ら
し
と

い
ふ
ら
ん
、

と
い

へ
る
が
ご
と
し

 
 
 
 
 
 
 
ア
ラ
シ(注
13
)
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

フ
 

シ

 
 

※

ア
ラ

シ

バ
荒
風

ノ
義
、
古
言

二
風

ヲ

シ
ト
云

フ
、
富
士

ハ
吹

ク
風

ノ
義

 
 

ナ
リ
、
嵐

ハ
本
ト
梵
語

ニ
テ
毘
嵐
婆
ト
書

ク
、
又
嵐
婆
ト

モ
又
藍
婆
ト
モ

 
 

書

ス
、
元
ト
嵐

ノ
字

ト
相
渉

ラ
ヌ
也

(
同

・
%
)
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梅
雨
 

つ
ゆ

ハ
露

也
、

正
月
よ
り
四
月
ま
で
陽
気

の
ほ
る
、
五
月

に

一
陰
生
ず

る
故
、
春
よ
り
の
ぼ

り
し
陽
気
く
だ
る
時

、
な
が
雨

ふ
る
、
た
と

へ
ぽ
、
こ
し

き

の
下
に
火

を
た
き

て
気

の
ぼ
る
時
は
、
釜
の
上

の
水
気
下

へ
お
ち
ず
、
火
を

た
か
ざ
れ
ぽ

の
ぼ

る
気
な
く
し
て
、
こ
し
き

の
上

よ
り
水
気
く
だ
り
て

つ
ゆ
と

な
る
が
如
く
な
れ
.ハ
、
五
月
雨
を

つ
ゆ

と
い

へ
る
な
る
ぺ
し

 
 
※

言
元
梯

二
入
梅
 
熟

 
梅
実
熟

也

(
つ

・
84
)

(
同

・
29
)

虹
 
に

ハ
丹
也
、
あ

か
き
也
、
し

ハ
白
也
、

に
じ

ハ
紅
白
ま
じ
は
れ
り

 
 
※

六
帖

 

ニ
ス
ヂ
也
、

ス
チ
ノ
反

シ
、

シ
ノ
轄

チ
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
昌ジ
 
丹

條
 
 
 
 
 
 
 
 
 
i

 
 

(
帖
)
上

・
物
名

・
天
部

18

「
虹
 

ニ
ス
ヂ
也
、

ス
ヂ
反

シ
、

ノ
ヂ

ハ
轄

 
 

ナ
リ

(同

・
32
)

ヌ
ナバ
タ
 

 

 
 

 

 

(注
14
)

織
女
 
女
星

の
名
也
、
由
阿
が
詞
林
釆
葉
抄

に
日
、
た
な
と
は
そ
ら
と
云
詞
也
、

た
な
く
も
と
云
も
天
の
く
も

る
也
、
棚
と
云
も
そ
ら
に

つ
る
故
也
、
然

レ
ぽ
た

な
パ
た
と

ハ
、
そ
ら
の
は
た
と
云
事
也
、
そ
ら
の
は
た

お
り
ひ
め
也

 
 
※
手

ノ
機

翫

 
 

(
梯
)
た

・
搦

「
織
女
 
手
…機
」

(
上

・
二

・
時
節

・
3
～
6
)

春
 
晴
也
、
冬

は
陰
気
多
く
、
春
天
は
は
れ
多

し
、

一
説

に
、
は

る

ハ
あ

る

也
、
冬

ハ
よ
う
つ
な
く
な
り
し
に
、
春

に
い
た
り
て
萬
物
獲

生
し

て

有

と

な

る
、
又
云
、
張
也
、
草
木

の
め
、
は
る
也
、
初

の
説
を
用
ゆ
べ

し

夏
 
あ

つ
也
、
あ
と
な
と
通
ず

、
夏

は
あ

つ
し

秋

明
か
な
る
也
、
秋
天
は
清

明
也
、
或
云
緋
也
、
草
木
あ
か
き

也
、

一
説
、

な
き
也
、
萬
物

秋

に
至
り
零
落

し
、
か
れ
し
ぼ

み
て
な
く
な
る
、
春
を
有
と
云

に
封

せ
り
、
是
も
初
説

よ
し

冬

 
ひ
ゆ
也
、

ひ
ゆ
は
寒
也
、

ひ

・
ふ
相
通

 

 

 

(注
15
) 
 
 
 

i

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 ア
キ

 
 
※
春

ノ
草
木

ノ
芽

ハ
ル
モ
ノ
、
秋

二
至
テ
零

テ
空
明

ニ
ナ

ル
反
封

ト

ス
、

 
 
夏

ノ
ア
ツ
キ
ト
冬

ノ
ヒ
ユ
ル
、
是
亦
反
封
ト

ス
ル
ナ
リ
、
亦

二
至

二
分

ノ

 
 
義
也

(同

・
19
)

朔
 
月
た

つ
也
、
二
日
ふ
た
か
也
、

か
は
日
也
、

か
N
や
く
意
、
其
籐

の
か
の

字
皆
同

し
、

六
日
の
い
は
引
音
也
、
七
日

ハ
な

二
か
也
、
ぬ
と
な
と
通
す
、
八

日
の
う

ハ
引
音
也
、
む
ゆ

か

・
や
を
か
と
云

ハ
ひ
が
事
也

 
 
 
(注
16
)

 
 
※
た

つ

ハ
、
春
た

つ

・
秋

た
つ
の
た

つ
ト
同
じ
く
、
其

日
よ
り
し
て
其
月

 
 

二
改
ま
り
立

つ
の
意
な

り

(
同

・
21
)

既
望

 
十
六
夜

の
月
也
、

い
ざ

よ
ふ

ハ
、
や
す

ら
ふ
意
也
、

曰
く
れ
て
少
や
す

ら

ひ
出
る
也

 
 
※
古
事

記

二
猶
豫
を
伊
佐
用
布
ト
訓

セ
リ
、

コ
ノ
義

ナ
リ

(
同

・
23
、
24
)

朝

ひ
る
の

い
ま
だ
あ

さ
き
也

展

 
あ
は
あ
さ
き

也
、

し
た

ハ
下
也
、
日
の
い
ま
だ
あ
さ
く

し
て
、
天

の
下
に

ひ
き
く
あ

る
時
也
、

一
説
足
立
也
、
夜

い
ね

た
る
者
、
足
た
ち
て

お
く

る
也
、

前
説
を
用
ゆ

べ
し

 
 
※
ア
サ

ハ
ア
シ
タ
ノ
ツ

マ
リ

ニ
テ
、

一
語

二
分
也
、

ア

ハ
明

ノ
義
、

シ
タ

 
 

ハ
詞

ニ
テ
、

サ
ツ

ハ
リ
ト
明
ケ
タ

ル
ニ
テ
、
平
旦
爽
朝

ノ
義
、

シ
タ
ト
云

 
 

フ

ハ
過
去

ノ
詞
、
明

ケ
キ
リ
タ

ル
ノ
意
、

サ
ト
云
フ
モ
同

シ
、

一
説

ニ
シ

 
 

ロ
タ

ヘ
ノ

ロ

・
ヘ
ヲ
暑

ス
、
明
白
妙

ノ
義
ト
又
通

ス

(同

・
26
、
27
)
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聲
 
ひ
の
ほ
る
也
、
中
天

に
日

の
ほ
る
也
、
中
略
也
、
日
は
母
語
也
、

ひ
る

ハ

子
語
な
り
、

一
説
此
時
物

の
う
る
ほ
ひ
ひ
る
ゆ

へ
に
、

ひ
る
と
云

夜
 
よ
る
は
い
る
也
、

日
入
な
り
、

い
と
よ
と
通
ず
、
又
昼
出
た
る
人
、
夜

バ

一
所

へ
よ
る
也
、
よ
る

ハ
あ

つ
ま
る
意
、
前
説

よ
し

 
 
※

ヒ
ル

ハ
開
張

ノ
言
、

ヨ
ル

ハ
合
閉

ノ
言
、

ヨ
ト
云

ヒ
、

ヒ
ト
イ
フ
、
即

 
 
日
夜

ノ
訓

ル

ハ
、

ヒ
ラ
ク
ノ

ハ
タ
ラ
キ

ョ
リ
、

ヨ
ル
ノ

ハ
タ
ラ
キ
也
、
天

 
 
地
ノ
気

ノ
開
閉
ヲ
イ
フ
也

(
同

・
29
)

宵
 
夜
居

な
り
、
夜

い
ま
だ

ね
ず

し
て
居

る
時

を
云

 
 
※

ヨ
ヒ

バ
夜
端
也
、

ハ
シ
ノ
反

ヒ
也
六
占
上
ノ
三
オ
 

ヨ
ハ
ハ
夜
深
也
、

フ

 
 
ヵ
ノ
反

ハ
也
同
上

 
 

(帖
)
上

・
物
名

・
天
勇

「
衡

イ
蝦
ア
賄
也
、

イ
ト
反

ヨ
、
到

・
ヨ

 
 

フ
カ
徽
也
、

飽
肋
、
洲

判

ハ
マ
ヨ
顛
也
、
剥

ト
洲

ト
通

ス
ル
例
多

シ
、
訓

 
 
U

ハ
ヨ

ハ
シ
撒
也
、

必
け
、

ヨ
タ

・
ハ
ヨ
ウ
タ

・
齢

也
、
到

ヲ
直
ト

ス

 
 

ル
説

ハ
非

ス
、

ヨ
ナ
く

ハ
ヨ
ニ
ハ
く

也
、

爵
か
、

ア
サ
ナ

ユ
フ
ナ
ヲ

 

 

万

葉

集

二
朝

魚

夕

菜

ト

カ

キ

タ

ル

ハ
、
仮

字

ナ

リ
、

ソ

レ

ニ
ョ
リ

惑

フ

ヘ

 

 

カ
ラ

ス

(同

・
釦

)

才
ト
ン
ビ
 

(注
17
)
 

 

 

ノ
 

 
ツ

カヂ

ス
ル

昌

一
昨

日
 

萬
葉

十

七

巻

紀
朝

臣
男

梶

慮

レ
詔

歌

に
、

お

と

つ
ひ
も

昨

日
も

け

ふ

も

と

よ
め

り
、

お
と

ハ
あ

と

な

り
、

あ

と

お
と

通
ず

、

あ

と

つ
日
な

り

、
昨

日

の
あ

と

也

、

つ
は
や

す

め
字

也

、
俗

に

ハ
お
と

義
ひ

と

云

、

つ
と

と

エ
通

す

 
 
※
ヲ
占

ヒ
バ
藻

留

胴
(六
占
)

 
 

ま
た
右

に
掲
げ

た

「
日
本
繹
名
」
引
用

の
万
葉
歌

の

「
お
と

つ
ひ
」

の
左

 
 
 
 
 
(注
19
)

 
 
横

に

「前

日
万
」
と
書
き
入
れ
が
あ

る
。

 
 

(帖
)
上

・
物
名

・
天
部
46

「
一
昨

日
 

舞

額

也
、
万
葉
集

前
日
ヲ
云

 
 
フ
」

(同

・
給
)

明
日
 
あ
す
と

ハ
あ
か
す
也
、
け

ふ
あ
か
し
て
後

の
日
也

 
 
※

ア
ス

ハ
明

ケ
去

ル
也
六
占

 
 

(帖
)
上

・
物
名

・
天
部

43

「
明

日
 
ア
瑚
サ
厳
也
 

サ

ル
反

ス
」

(同

・
35
)

才
卜
、
シ 

(注
20
)

去
々
年

萬
葉

に

ハ
前
年

と
か
け

り
、
あ
と

Σ
し
な
り
、
去
年

の

あ

と

の

年

也
、
を
と
あ

と
通
ず
、

一
昨

日
を
お
と

つ
ひ
と
云
が
如
し
、
此
外

に

も

説

多

し
、
不
可
用

 
 
 
 
 
 
(注
21
)

 
 
※

六
占

 
オ
ト

・
シ

バ
遠
チ
年
也

 
 

(帖
)
上

・
物
名

・
天
部

41

「
去
去
年
 

ヲ
麓
ト
螂
也
 

万
葉
集
前
年

ヲ
云

 
 

フ
」

(
同

・
訪
)

去
年

 
こ
ず

の
年

也
、

さ
り
て
重
ね
て
こ
ざ

る
と
し
也
、
そ
と
す
と
通
ず

 
 
※

コ
ゾ

ハ
越

工
去

ル
也
六
占

 
 

(
帖
)
上

・
物
名

・
天
部

40

「
去
年
 

コ
嚇
サ
厳
也
」

(
同

・
訂
)

古
 
神
代
直
指
抄
云
、

い
に
し

ハ
去
ぬ
る
と
云
義

也
、

へ
は
う

つ
ほ
字
、

む
か

し

へ
な
ど
云
が
ご
と
し
、
今
案
、

い
に
し

ハ
い
ぬ
る
也
、
去

の

義

な

り
、

一

説
、

ヘ
ハ
世
也
、

へ
と
よ
と
通
ず
、

い
に
し
世

也
、
此
説
も
又

よ
し

 
 
※
イ
唯
シ
紡
也
六
占

(
天
部

・
35
)

(同

・
舘
)

昔

 
む

な
し
と

い
ふ
詞
、
横

の
通
音

に
て
か
と
な
と
通
ず
、
過
去
た
る
あ
と

の

事

ハ
、

む
な
し
き
也

 
 
※

ム
カ

シ

バ

雲
講

欺
、
或

云
ム
ク
シ
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ム
嫡
ヒ
也
六
占

(天
部

・
37
)

(
同

・
39
)

世

神
代

直
指
抄

に
、

よ
る
と
い
ふ
義
也
、
篤
信
が
云
、
世
と
は
、
人

の
よ
り

あ

つ
ま
り
て
お
ほ
き
意
な
る
ぺ
し
、
世

に
出
る
、
世

を
の
が
る
な
ど
云
を
以
し

る
べ
し

 
 
※

ヤ
喀
リ
也
六
占

 
 

(帖
)
上

・
物
名

・
天
部

認

「
世
 
ヤ
幣
リ
也
 
ヤ
ト
反

ヨ
」

(同

・
44
)

未

日
辻

也
、

日
の
西

へ
ゆ
く

つ
じ
也

 

 

 

ビ
 
ン
 
n

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
H

 
 
l

 
π
旦
 
 
 
 
 
 
 
口

 
 
 
 π
以

 
 
※

日
傳

ジ
 

シ

バ
御
口
也
、
ツ
タ
ヒ
ツ
タ

フ

≧
≧
ノ
反

ツ
、
タ
ヒ
ノ
反

シ
也

(同

・
49
)

浮
世
 
世
変

の
さ
だ
め
な
き

ハ
、

水
の
上

に
う
か
べ
る
が
如

し
、

一
説

に
憂

世

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(注
22
) 
 
 
 
ノ 

ヲ
:

と
か
く
、
世

に
す

め
バ
常

に
う
き
事

の
み
多

し
、
人
生
難
レ
逢
二
開
レ
ロ
笑

一
と
い

へ
る
が
如

し
、

か
ら
の
書
に
も
浮
世
と

つ
黛
け
り

 
 
 
 
 
 
(注
23
)

 
 
※
唐
詩
、
又
得
浮
生
半

日
閑
な
と

コ
レ
ナ
リ
、
浮
世
と

い
へ
る
漢
語

ハ
、

 
 
定

め
無
き
世
を

い
へ
る
も

の

二
て
、
此
邦

二
て
う
き
よ
と

い
へ
る
に
當

た

 
 

る
な
れ

ハ
、
和
名

の
ウ
キ

ョ

ハ
憂
き
世

の
義

に
て
、
義
異
な
り
と
す

(上

・
三

・
地
理
1
～
4
)

ヒ
カ
シ
ヒカ
ン
ヲ(注
%
)

東

 
日
頭
な

り
、
ら

の
字

を
略
す
、
日

の
は
じ

め
て
出
る
所
、
か
し
ら
也

 
 
※
案
、

日
赤

シ
ノ
義

西
 

い
に
し
也
、

日
は
西

へ
い
ぬ
る
、
日
の
い
に
し
と
云
意
、

い
を
略
す

南
 
萬
物
皆

み
ゆ
る
意
、

日
の
南

に
あ
る
時
、
あ
き
ら
か
に
し
て
み
な
見
ゆ

る

也北

 
直
指
抄
云
、
北
方

ハ
其
色
黒

し
、
上
古

に

ハ
黒
き
色
を
き

た
な

し
と
云
、

な

し
の
文
字

ハ
無

の
字

の
義

に

ハ
あ
ら
ず
、
語

の
助
也
、
○
直
指
抄

の
説
、
ま

こ
と
に
明
か
也
、
或
又
、
北

ハ
陽

の
は
し
め
て
生
ず
る
方
な
れ
.ハ
、

万
物

い
き

き

た
る
の
意
歎
、
冬

至
子
の
半
。

一
陽
来
復

す
れ
ぽ

也

 
 
※
東

捺

ヒ
シ
也
、
西

イ
歩

也
、
南

ミ
惜
読

也
、
北

キ
轡

嫡
也
、

 
 

四
方

ノ
名
、
皆

日

二
取

ル
、
右
六
占

 
 

(帖
)
上

・
物
名

・
天
部

・
土
類
2
～
5

「
東

田
ム
荊
ヒ
シ
也

 
出

ル
日

 
 

二
向

ヒ
シ
ヲ
云

フ
、

西
イ
堪
シ
也
 
日

ノ
往

シ
ヲ
云

フ
、
往

ハ
万
葉
集

ニ
ニ

 
 

ト
訓

メ
リ
、
南

ミ
増
ミ
硯
也

冬
夏

ミ
ナ
日
ヲ
見

ル
ヲ
云

フ
、
北
キ
源
タ
編
也

 
 

タ
カ
反

タ
、
キ

ハ
タ
カ

バ
、
日

ノ
往

ヌ
ヲ
云

フ
、
四
方

ノ
名
、

ミ
ナ
日

二

 
 
取

ル

(同

・
56
)

牧

き

は
き

つ
く
也
、
馬
を
は
な

ち
お
く
所
を
、
人

の
き

つ
け
る
也

 
 
※
案
、
馬

ノ
キ
タ
リ
居

ル
所
也

(上

・
四

・
宮
室
8
～
10
)

宮
 
み
や

ハ
御
屋
也
、
御
は
た
う
と
ぶ
こ
と
ぽ
也

屋
 
や
ど
る
意

家
 

い
は
居
也
、

ゑ

ハ
よ
し
也
、

い
よ
し
と
云
意
、

よ
し
と
ゑ
と
通
ず

、
日
吉

を
ひ
ゑ
と
云
、

住
吉

を
住

の
江
と
云

の
類
也

 
 
※
案
、

ヤ

ハ
イ

エ
ノ
緩
急
、

ヤ
ド

ル

ハ
家

二
留

ル
也
、
ヤ

ス
ム

ハ
家

二
住

 
 

ム
也

(
上

・
五

・
地
名

12
)

相
模
 

茜
記
日
、
昔
此
國

の
狩
人
、
其
妻

に
は
な
れ
て
な
げ
き

か
な

し
め
り
、

其
妻
死
ぬ
る
時
に
鏡

を
さ
し
て
日
、
わ
れ
死
し
て
後
、
我
を
思

ひ
慕
ば
、
此
か

   一一



玉
み
を
見
る

へ
し
と
云
、
妻

死
し
て
其
か

エ
み
に
う

つ
る
す
か
た
、

亡
妻

を
み

る

か
如

し
、
其
か

x
み
を
祭
り
て
神
と
す
、
其

社
の
有
国
を
さ
か
み
と
云
、

さ

か

ハ
す
が
た
也
、

さ
か

み
と

ハ
す

か
た
を
見
る
也
、
此
神
即
足
軽
明
神

也

 
 
※
案
、
武
蔵
相
模
、

ム
サ
カ
ミ
ム
サ
シ
モ
ノ
暑
、

ム
サ

ハ
モ
サ
也
、
平
原

 
 
草
葬

ヲ
モ
サ
ト
云
、
此

二
国
少
山
多
原
、
故
名
、
上
国

二
近
キ

ヲ
上
伝

遠

 
 
キ

ヲ
下
ト
云
也

(
同

・
19
)

備
前
備
中
備

後
 
昔
三
國
を
す

ぺ
て
吉
備

の
国

と
云
、
後
代
三
国
に
わ
か

つ
、

吉
備

の
国
と
名
付

し

ハ
、
上
古

の
時
吉
備
津
彦

の
居
給

し
國
な
れ
バ
、
名
づ
け

し
な
る
ぺ
し

 
 
※
案
、
吉
備
国
ト

ハ
、
黍

ノ
嘉
植

ス
ル
所
故
名

(
同

・
21
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(注
25
)

淡
路
 
あ

ハ
わ
れ
也
、
は
ち

ハ
肚
也
、
わ
か
は
ち
と
云
意
、
其
事
日
本
紀
神
代

上
巻

に
見
え
た
り

 
 
※
案
、
海

ノ
シ
ホ
路

ア
ワ
キ
也
、
内
海

ユ

へ
也

(
同

・
27
)

壼
岐
 
ゆ
き
な
り
、

い
と
ゆ
と
通
ず
、
浪
高
く
し
て
潮

の
白
き
事
、

雪

の
こ
と

し
、
是
古
人
の
説
也

 
 
※
案
、
壼
岐
、
行
留
リ

ノ
所

ナ

レ
バ
也

(
中
六

・
水
火
土
石
金
玉
17
)

斜

慧

じ
ね
亀

石
中
に
あ
る
か
ね
の
薪

ゼ

た
き
て
・
か
た
く
ね
る

也
・
こ
が
ね
ハ
き
が
ね
輿

き
と
こ
と
通
ず
・
肇

識
裟

の
よ
き
を
云
由
・
沈

存
中
筆
談

に
か
け
り
、
和
語

に
あ
ら
ず

 
 
※
案
、
堅
音

ノ
義

(同
十

二

・
姦
類

5
)

言
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(注
29
)

蝉
 

せ
み

ハ
せ
ん
也
、
む
と
み
と
通
ず
、
音
を
以
訓
と
す

、
此
類
多

し

 
 
 
 

 
(注
30
)

 
 
※
案
、

セ
ミ

ハ
此
贔

ノ
声
也
、
蝉
字
未
渡
前

ヨ
リ
〆

、
蓋

セ
、ミ
ノ
名

ア

ル

 
 

ナ
ル
ベ

シ

(同
十
三

・
魚
類
1
)

コイ
(注
鋭
)

鯉

こ
い
は

こ
え
也
、
其
身
こ
え
た
り
、
又
其
味
諸
魚
に
こ
え
た
り
、

い
と
え

と
通
ず

 
 
 
 

 
 
 
(注
32
)

 
 
※
立
之
案
、

こ
ひ

ハ
恋

の
義
、
常

に
二
魚
雌
雄
相
比
行
す
、
ゆ

へ
に
ご
ひ

 
 
と
名

つ
く

(同

・
2
)

鮒
 
貢
て
食
す
る
に
、
骨
や
は
ら
か
に
し
て
な
き
が
ご
と
し
、
骨

な
し
也
、

ほ

と
ふ
と
通
す
、

ね
を
略
す

 
 
 
 

 
 
 
(注
認
)

 
 
※
立
之
案
、

ふ
な

ハ
ふ
し
う
を
な
り
、
な
と

ハ
う
を
の
事

な
り

(同

・
10
)

ハ
モ 

(注
鍵
)

海
鰻
 
唐
音
な
り
、
和
語

に
あ
ら
ず

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

(注
35
)

 
 
※
立
之
案
、

は
む
な
り
、
牙
歯

は
げ

し
く
し
て
よ
く
物

を
は
む
義

な
り

(同

・
12
)

多
ラ(注
36
)ク
。
シ
ラ
 

 

 

 

 

 

 

 

(注
37
)

海
鰯

 
黒
白
也
、
其
皮
黒
く
其
肉
白

し
、
順
和
名
抄
に
は
、
く
ぢ

ら
と
あ
り
、

し
と
ち
と
通
ず

 
 
※
立
之
案
、
く

ち
ひ
ろ
之
義

(同

・
19
)

コ
ノ
ン
。
(注
銘
)

鯨
 
も
と

ハ
此
魚

の
名
を
、

つ
な

し
と
云
、
此
魚

を
や
け
ぽ
、
其
く
さ
き
事
、

人
を
や
く

に
似
た
り
、

む
か
し
或
人
後
妻
に
ま
よ
ひ
、
誕
を
信
し
て
、
其
前

妻

一59一



の
う

め
る
子
を
、
其
家

の
や

つ
こ
に
命
じ

て
こ
ろ
さ
し
む
。
や

つ
こ
其
罪
な
き

事

を
し
り
て
、
ひ
そ
か
に
其
子
を
か
く

し

つ
か
は
し
、
其
子

の
か
は
り
に
、

っ

な
し
を
多
く
や
き
て
、
子
を

こ
ろ
し
て
火
葬

し
た
る

よ
し
を
、
其

父
に

つ
げ

エ

る
、
そ
れ
よ
り
し
て
、
此
魚

の
名
を
、
子

の
代
と
そ

云
け

る
、
子

の

か

は

り

也
、
古
寄

に
も
、
東
路

の
む
ろ
の
八
嶋

に
た

つ
け
ふ
り
た
が

こ
の
よ
に
か

つ
な

し
や
く
ら
ん
、
と
よ
め
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(注
39
)

 
 
※
立
之

案

、
こ
の
し
ろ
は
、
う

ろ
こ
の
し
ろ
き

な
り

(同

・
20
)

ア

ニ 
 
 
 
 
 
 
(注
40
)

鰹
魚
 
 
 
あ
ゆ
る
也
、
あ
ゆ
る
と

ハ
お
つ
る
也
、
ふ
る
き

こ
と
ば
也
、
春

ハ
の
ぼ

り
、
秋
は
川
上

よ
り
下

へ
お
つ
る
も

の
也

 
 
※
案
、
荒
行

ノ
義

(
同

・
24
)

鰍
魚
 
さ
け

ハ
裂
な
り
、
其
肉
片

≧
に
さ
け
や
す

し
、

こ
と
魚

に
か
は
れ
り
、

は
ら

瓦
子

ハ
は
ら
に
あ
る
子
な
り
、
あ
る
の
る
と
ら
と
通
ず

 
 
※

立
之
案
、
は

Σ
ら

ハ
、
は
ら
く

の
略
、
此
魚
子
、
粒

二
相
分

る

Σ
こ

 
 
と
魚

二
似
す
、
ゆ

へ
に
は

エ
ら
こ
と
名

つ
く

(
同
十
四

・
介

類

2
)

飽
 
あ
は
で
ひ
か
る
と
云
事
也
、
あ

ハ
び
は
其

か
ら
片
貝
に
て
ふ
た
な
し
、

か

ら
ひ
か
る
も

の
也
、
故

に
名

つ
く
、

一
説
に
、
あ

は
で
ひ
ら
く
也
、
ふ
た
な
き

故
、
あ

は
で
つ
ね
に
ひ
ら
け
り

 
 
立
之
案
、
あ

ハ
で
は
ふ
の
義

 
 
(注
41
)

 
 
万
葉
集
巻
七
寄

玉
歌
云
、
石
著
玉
、
傍
訓

日
ア

ハ
ヒ
タ

マ
、

因
考

ア
ワ
ビ

 
 
者

岩
添
之
署

(同

・
6
)

ξ
ナ
 

 

ナキ
(注
42
)

蝸

颪

 

水
鳴

也

、

水

中

に

あ

り

て
な

く

も

の
也

 

 
※

立

之

案

、

み
な

・
に
な

一
音

な

り

、

に

な

と

は

に

な

ふ
な

り

、

 

 

ひ
あ

り

く
ゆ

へ
名

つ
く

殻
を
荷

(下

十

七

・
木

4
)

 

 

(注
43
)

林

 
は

や

す

也
、

木

を

多

く

は

や

す

な

り

 

 

※

立

之

日
、

は

や
す

ハ
ふ

や

す

な

り
、

一
音

の
輻

な

り

、

す

へ
て

ハ
ヒ

フ

 

 

ヘ
ホ

ハ
獲

生

・
出

張

の
意

あ

り
、

ひ

ら
く

・
ふ
く

れ

る

・
は

び

こ

る

・
へ

 

 

め
ぐ

る

・
ほ
き

た

つ
の
類

是

な

り

(同

・
65
)

ヤ
マ
フ
キ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
キ
 
 
 
 
 
 
 

(注
44
)

様

業

花

 

山

に
あ

り

て

、

其

花

の

い
ろ
欺

冬

の

こ
と

し
、

日

本

に

む

か

し

あ

や

ま

り
て

、
歎

冬

を

や
ま

ふ
き

と

よ
め

り

 

 

※

ヤ

マ
フ
キ

ハ
、

ヤ

マ

ハ
ヒ
木

ナ

ル

ベ

シ
、

ハ
ヒ

ノ
反

フ
也

、

此

老

枝

幹

 

 

共

二
柔

軟

垂

下

シ
テ

地

二
至

リ
、

或

ハ
水

二
臨

メ
リ

、

又
欺

冬

ヲ

ヤ

マ
ブ

 

 

キ

ト

イ

ヘ
ル

ノ
古

言

ハ
、

即

山

中

自

生

フ
キ

ニ
〆

、

ミ

ヅ
プ

キ

ニ
分

ッ

ノ

 

 

名

也

(
同

・
68
)

ラ
身
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注
45
)

榎

 

も

え

の
木

な

り

、

凡

の
木
皆

も

ゆ

、

さ
れ

ど

も

此

木

よ

く
も

え

て
け

ふ

り

す

く

な

く
、

け

ふ

り

目

に

入

て

い

た
ま

ず

、

た

き

火

に

あ

た

り

て

よ
き

木

な

り

 

 

※

エ
ノ
キ

ハ
枝

ノ
木

ナ

リ
、

小

枝

繁

茂

ス

ル
木

ナ

レ
パ

、

カ

ク
名

ツ
ケ

シ

 

 

也

 

 

(ま
ま)
(注
46
)

 

 

元

言
梯

同

シ

(
同

・
70
)

朴

 

ほ
く

の
音
を

韓

し

て
、

ほ

Σ
と

訓

し

て
、

和

語

と

せ

り

 

 

 

(注
47
)

 

 

※

ホ

・

ハ
赤

キ
義

ナ
リ

、

此

木

鰍
葉

紅

芽

愛

ス

可

シ
、

故

二
名

ッ

ク
、

ホ

  ./



、
ヅ

キ

ノ

ホ

・
同

義

(同

二
十

二

・
雑
器
鍵
)

枕

 
ま

ハ
あ
た
ま
也
、
上
を
略
す
、
く

ら

ハ
座
也
、
物

を
お
く
所
、
坐
す

る
所

 
 
 

 
 
 
(注
48
)

を
く
ら
と
云
、
あ
た
ま
を
お
く
く
ら
也

 
 
 
(注
49
)

 
 
※
目
座
也
和
訓
六
帖

(
同

二
十
三

・
虚
字
⑱
)

青
 

お
ほ
そ
ら
を
あ

ふ
け

ハ
其
色
あ
を
し
、
あ

ふ
く

・
あ
を
し
、

其

音

ち

か

し
。
く
を
略

せ
り
、

し

ハ
助

字
也
、
あ
か
し

・
白

し
の
類
な
り

 
 
 
(注
50
)

 
 
※

ア
ヲ

ハ
ア
ヰ

ト
同

シ
ク
、
藍

ノ
色

ヲ
イ
フ

(
同

・
49
)

黄
 
火
に

こ
げ

た
る
色

ハ
黄
也
、

こ
け

い
ろ
也
、
け

と
き
と
通
音
也

 
 
※
キ

ハ
子

ノ
義
、
卵
中
黄

ヨ
リ
出

タ
ル
称

ナ

ル
ベ
シ

(同

・
50
)

赤

あ
き

ら
か
な
る
也
、
朱

ハ
あ
か
な

り

 
 
※

ア
カ

ハ
明

ケ
ノ
色

ナ
リ

(
同

・
51
)

白
 
し
る
し
也
、

よ
く
見

ゆ
る
意

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
(注
51
)

 
 

※

シ
ロ
キ
ヲ
シ

ロ
、

・
・

ハ
明
白

ノ
名

ナ
リ

(
同

・
52
)

黒
 
く
ら
き
な
り

 

 

 

(注
52
) 

i

 
 

※

ク
ラ
キ

ヲ
ク

ロ

略

註

(
注
1
)
 
「
反
語

ハ
か
な
返

し
也
、
は
た
お
り
を
服
部
と
し
、
か
る
が

ゆ

へ
を

か
れ
と

し
、
か
れ
を
け

と
し
。

ひ
ら
を
葉
と
し
。
と
を

つ
あ
は
う
み
を
と
を
た

ふ
み
と
し
。
あ
は
う
み
を
あ

ふ
み
と

し
。
き
ゑ
を
け

と
し
。

見

へ
を
め
と
し
。

や
す
く
き
ゆ
る
を
雪
と
す
る
の
類
多

し
」
(
「
日
本
繹
名
」
凡
例
第

一
項
ー

六
)
。

(注

2
)
 
「
自
語

ハ
天
地

・
男
女

・
父
母
な
ど
の
類
、
上
古

の
時

自
然
に
云
出

せ
る
語
也
、
其
故
は
か
り
か
た
し
、

み
だ
り
に
義
理
を

つ
け
て
と

く

べ

か

ら

ず

」
(
同
第

一
項
ー

一
)
。

(
注
3
)

「
ギ

ミ
ガ

マ
」
は

「
日
本
国
語
大
辞
典
」
や
前
田
勇
氏

の

「
江
戸
語

大
辞
典

」
に
説

明
が
あ
る

よ
う
に
、

口
や
か
ま

し
く
答
め
だ
て
を
す

る
様
を
示

す

語
で
あ
る
。
江
戸
期

の
辞
書
類
で
は
、
享
保

二
年
刊

の

「
和
漢
音
繹
書
言
字

考
節
用
集
」
言
辞
門
に

「げ

(吟
藁

謬

難

,」
と
あ
る
の
を
早
い
例
と
し

て
、
嘉

永
四
年

の

「
舗
調
大
全
早
引
節

用
集
」

や
文
久

三
年
の

「江

戸
大
節

用

海
内
蔵
」
等
、
幕
末

に
至
る
ま

で
の
節
用
集

の
幾

つ
か
に
採
録

さ
れ
て
お
り
、

ま
た

「
僅
言
集
覧
」

に

「
ぎ

み
が
み
」

の
か
た
ち
で
掲
出
さ
れ

(活
字
本

「
増

補
僅
言
集
覧
」

に
よ
る
)
「
吟
味
我
慢

」
の
表
記
が
示
さ
れ
て
い

る

が
、

い
ず

れ
も
語
義

の
説
明
が
無

い
か
無
き

に
等
し
い
。

(注

4
)
 
「
日
本
繹
名
凡
例
」
第

一
項

の
七
に
、
母
語
と
子
語

と

を

説

明

し

て
、
「
子
語
は
母
字

よ
り
生
ず
る
詞
を
云
、

一
言

母
と
な
れ
ぽ
、
其

母
字

よ

り

生
ず
る
を
云
、
日
の
字
を
母
字
と

し
て

ひ
る

・
暑

・
光
を
生
じ
、
月
を
母
字
と

し
て

晦

・

朔

を
生
じ
、
火
を

母
字

と
し
て
炎

・
焔

・
埃
を
生
じ
、
水
を
母

と
し
て

源

・
溝

・
汀

・
港
を
生
ず
る
類
を
子
語
と
云
」
と
あ
る
。
ま
た
同
じ

く
凡
例
第

四
項

に
、
「
母
語
を
用
て
子
語

を
と
く
べ

し
、
子
語
を
以
て
母

語

を
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と
く
べ
か
ら
ず
、
火

は
天

の
日
を
か
り
て
ひ
と
云
な
る
を
、
日

ハ
地

の
火
と
同

じ
け
れ
バ

ひ
と
云
と
と
き
、
日
と

ハ
物
日
に
あ

た
れ
ば

ひ
る
ゆ

へ
に
日
と
な
つ

く

と
と
き
、
く
も
る
ゆ

へ
雲
と
云

の
類
、
是
子
語
を
以
て
母
語

を
と
く
也
、
あ

や
ま
り
也
」

と
言
う
。

(
注
5
)

た
と
え
ぽ
明
暦

二
年

の
和
刻
本

「
新
刻
繹
名
」
巻

一
・
繹
天
の
第

二

項
に
、
「
日
實
也
、
光
明
盛
實

也
」

と
あ

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ 
 
 
 
寸
ハ 
 
ク

(
注
6
)

同

「
新
刻
繹
名
」

巻

一
・
繹

天
の
第

三
項
に

「
月
鮫
也
、
満

則
訣

也
」
と
あ
る
。

(
注
7
)

「
目
本
繹
名
」
凡
例
第

五
項

の
中

に
、
「
と
き
が

た
き

は
上
古

の

自

語
多
か
る
べ
し
、
又

ハ
古
人

の
語

を

つ
く
り

し
意
、
今

よ
り
は
か
り
が
た
き
ゆ

へ
に
、

と
き
が

た
し
と
し
る
ぺ
し
」

と
あ
り
。
↓
注
2
。

(
注
8
)
 
「
由
布
左
礼
波
久
毛
為
多
奈
砒
吉
 
く
も
井

と

ハ
。
帯
に

い
ふ
詞
な

れ
バ
。

み
な
人
も
心
得
た
る
や
う
に

ハ
侍

へ
れ
ど
も
。
若
又

い
か
な
れ
ぽ

い
ふ

ぞ

と
。

た
つ

ぬ
る
人
あ
ら
ん
と
き

に

ハ
。

こ
と
か
た
き
人
も
あ

る

へ
き
に
ょ
り

て
。
注

し
侍

へ
る
な
り
。
雲
井
と
云

ハ
。
大
か
た
霞

ハ
天

の
気
。

霧

ハ
地

の

気
。
雲

ハ
山
川

の
気
な
り
。
く
も
と

い
ふ
。
く
は
内

へ
ま
く
り

い
る
詞
。
も

ハ

む
か
ふ
義
。

こ
れ
雲

の
す
が

た
也
。

こ
の
す

が
た

ハ
。
小
雲

に
も
み
な

み
ゆ

べ

し
。
井

と
云

ハ
あ

つ
ま
る
こ
と
ば
也
。

し
か
れ
パ

た
か
く
も
あ
れ
。
と
を
く
も

あ
れ
。
其

ほ
ど
は
る
か
に

へ
だ

エ
り
て
。
山
川
の
気

か
さ
な
り
あ

つ
ま
り
た
ら

ん

ハ
。
雲
井
と

い

ハ
る
ぺ
き
也
」
(
題
籏

に

「
勲
萬
葉
集
抄
」
と
あ
る
無

刊

記

本

「
萬
葉
集
註
澤
」
巻
十
七

に
よ
る
)
。
す
な
わ
ち
当
該
個
所
は
、
萬
葉

集

巻

十

七
、
天
平
十
九
年
四
月

二
十
七
日

に
大
伴
家
持
が
詠
じ
た

「
立
山
賦

一
首
井

短

歌
」
(
国
歌
大
観
番
号

四
〇
〇
〇
～
〇

二
)

に
対

し
て
、
翌

二
十
八
日

に

大

伴
池
主
が

こ
た
え
た

「
敬

和
二
立

山

賦
二

首
井

二
絶
」
中

の
賦

(同

四
〇

〇

三
)

の

一
節

「
由
布
左
礼
波
久
毛
為
多
奈
砒
吉
」

の

「
雲
井
(居
)
」

に
関
す

る
注

で
あ
る
。
な

お
益
軒

の
読
書
記
録

で
あ
る

「玩
古
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
彼

は
貞
享

四
年

八
月
に

「
萬
葉
仙
覚
註
」
を
読

ん
で
い
る
。

(
注
9
)
 
「
雲

 
コ
礪
ル
也
、
日
月

ノ
光

・
ソ
ラ
ノ
色

ナ
ト
コ
モ

ル

ヲ

云

フ
」

(「
和
訓

六
帖
」
上

・
物
名

・
天
部

7
)

(
注

10
)

三
膿
詩

・
七
言
絶
句

・
実

接
9
、
張
継
作

「
楓
橋

夜

泊
」

の

起

句

「
月
落
烏
哺
霜
満
レ
天
」

(寛

永

二
十
年
版

「
増
註
唐
賢
絶
句

三
膿
詩
法
」

に
よ

る
)
。
な

お
、

こ
の
語
句
は
し
ば

し
ぼ
使

わ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
直
接

の

出

典

を
必
ず
し
も

三
体
詩
に
限
定
す

る
必
要
は
な

い
か
も
し
れ
な

い

が
、
「
益
軒

全
集
」
所
載

の

「
益
軒
先
生
年
譜
」

に
よ
れ
ば
、
彼

は
寛
永
十

五
年
数
え
九
歳

の
時
、

三
体
詩
絶
句
の
口
授
を
仲
兄
存
斎
に
受
け
、
朝
夕
復
読
し
旬
日

の
間
に

蓋
く
背
請

し
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
と
言
う
。
↓
注
22
、
23

(
注
11
)
 
「
霜

 
白
」
(
「
言
元
梯
」

し

・
組
)
。

(
注
12
) 
「
霞
 
唐
韻
云
、
霞
赤
氣
雲
也
、
胡

加
反
嫌
銘
加
」
(
「
倭
名
類
聚
紗

」

巻

一
・
天
部

・
雲
雨
類
第

ニ
ー

2
)
。

(
注
13
) 

「
嵐
 
荒
風
」
(
「
言
元
梯
」
あ

・
13
)

(
注
14
)
萬
葉
集
叢
書
第
十
輯

「
萬
葉
学
叢

刊
中
世
篇
」
所
収
本
に
よ
れ
ば
、

当
該
個
所
は

「
詞
林
采
葉
抄
」
第
六

の
第
13
項

「
七
夕
姫
」

の

一
節

。
但

し
勿

論
引
用
文
と
異
同
が
あ
る
。 
「
玩
古
目
録
」

に
よ
れ
ぽ
、
彼

は
延

宝

八

年

に

「
詞
林
采
葉

抄
」

を
見

て
い
る
。
な

お

「
日
本
澤
名
」
巻
上

・
一
・
天
象

37
に

「
簸

」

の
項
あ

り
、
「
雲

・
か
す
み

の
た
ち
な
び
く
也
、
ち
を
略
す
、

一
説
、

た
な

ハ
空
也
、
そ
ら

に
引

也
」
と
説
明
す

る
。

(
注
15
)
 
「
言

元
梯
」

で
は
、
「
春
 
張

 
艸
木
芽

ヲ
張

ル

義
」
(
は

・
田
)
、

「
夏

温
」

(な

・
49
)
、
「秋

朱

草
木
紅
葉

ノ
義
」
(
あ

・
14
)
、
「
冬

冷
」

(
ふ

・
41
)
、
「
和

訓
六
帖
」
上

・
物
名

・
天
部

で
は
、
「
春
 
張

ナ

リ
、
草
木

ノ
芽
張

ル
ヲ
云
フ
、
春

サ
リ
秋

サ
リ

ハ
、
春

ニ
ナ
リ
秋

ニ
ナ
リ
也
」
(
21
)
、
「
夏
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熱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アキ

ア

ツ
也

、
春

夏

ト

ツ

ぐ
ク

ニ
ヨ
リ
轄

ス
」

(
22
)
、

「
秋

 
飽

ナ
リ

、
穀

熟

ス

ル

 

 

 

 

 

 

 

フ
ユ 

冷

ヲ
云

フ
」

(
23
)
、

「
冬

 

ヒ

ユ
也
 

亦

秋

冬

ト

ツ

ぐ
ク

ニ

ョ
リ

轄

ス
」

(24
)
。

(注

16
)
 

「
朔

日
 

月

立
」

(
「
言

元
梯

」

つ

・
皿
)
、

「
朔

日

 

ツ
朝
タ
短
也
 

列

チ

ハ
、

春

タ

チ

・
秋

タ

チ

ノ
タ

チ

ト
同

シ
、

月

立

ト

云

フ

「
、
古

事

記

倭

建

命

ノ
歌

二
見

ユ
、

万

葉
集

ニ
モ
ア

リ
、

義

少

シ
異

リ

、

又

タ

チ

ハ

起

字

當

ル
」

(
「
和

訓

六
帖

」

上

・
物

名

・
天
部

47
)
。

(
注

17
)

巻

十

七

・
三
九

二

四

「
山

乃

可

比

 

曽

許

登

母

見

延
受

 

乎

登

都

日

毛

 
昨

日
毛

今

日
毛

 

由

吉

能

布

礼

礼

婆

」

(
寛

永

二
十
年

版

付

訓

本

に
よ

る

。

以

下
同

)
。

「
玩
古

目
録

」

に

よ
れ

ぽ

、

益

軒

は
寛

文

九
年

に
「
萬

葉

集

」
を

「
粗

見
」
、
「
後

年

又
屡

見
」

た
と

い
う

。

(
注

18
)
 

「
前

日
 

遠

日
」

(
「
言

元
梯

」

を

・
26
)
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ
牟
ッ
ヒ
モ

(万
葉
代
匠
記

・
初
稿
本
「を
と
」
ひ
」
、
精
選
本
「
ヲ

(
注

19
)

巻

六

・

一
〇

一
四

「
前

日
毛

 
昨

日
毛

今

日
毛

 
錐

見

 
明

日
左

倍

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ
ノ
フ

モ

ケ

フ

モ

 
ミ
ッ
レ
ト
モ

ァ

ス

サ

ヘ

ト

ツ

ヒ
」
)

見
巻
 
欲
寸
君
香
聞
」
。

ξ
 
マ
ク
 
 
ホ
シ
キ
 
キ
ミ
カ
 
モ

(
注
20
)
巻
四

・
七
八
三

「
前
年
之
 
先
年
従
 
至
今
年
 
恋
跡
奈
何
毛
 
妹

ホ
相
難
」
。

(注
21
) 
「
前
年

 
遠
年
」
(
「
言
元
梯
」
を

・
43
)
。

(
注
22
)
三
農
詩

・
七
言
律
詩

・
四
虚

10
、
杜
牧

「
九
日
齋

山

登
レ
高
」

の

一

節

「
人
世
難
レ
逢
一一開
レ
ロ
笑

一」
(
寛
永

二
十
年
版

「
増
註
唐
賢
絶
句

三
膿
詩
法
」

の
本
文
に
よ
る
。
「
齋
山
」
は
注
及
び
元
禄
十
六
年
版

で
は

「
齊
山
」
。
ま
た
集

注
本
等
で
は

「
人
世
」
は

「
塵
世
」
)
。

(
注
23
)
三
膿
詩

・
七
言
絶
句

・
虚
接

39
、
李
渉

「
題
二
鶴
林
寺

こ

の
結
句
。

「
終

日
昏
昏

酔
夢
間
 
忽
聞
二春

壷
一強
登
レ
山
 
因
下
過
二
竹

院
一逢
レ
僧
話
上

又
得
二
浮
世
半

日
閑

一」
(
同
右
)
。

な
お
第

三
、
四
句
は

「
圓
機
活
法
」
人
事
門

・
間
適

の
結
句
に
も
掲
示
さ
れ

て
い
る
。

(
注
24
)
 
「
東
 

日
首
」
(
「
言
元
梯
」

ひ

・
76
)

(
注
25
)
 
「
於
是
、
陰
陽
始
遙
 
合

為

二夫
婦

ハ
及
レ
至
二
産

時

噴
先
以
二
淡
路

洲

一為
レ
胞
、
 
意
 
所
レ
不
レ
快

、

故

名
之
日
二淡
路
洲

一」
(「
日
本
書
紀
」
巻

一
・
神
代
上
 
寛
文
九
年
版

に
よ
る
)
。

「神
代
巻

に
い
は
く
。
陰
陽
始

て
み
と
の
ま
ぐ
ば

ひ
し
て
夫
婦

と
な

る
。

こ
う

む
時
に
い
た
る
に
及
て
。
先

淡
路
洲
を
以
て
胞

と
す
。
意
に
よ
ろ
こ
ひ
さ
る
所

也
。
故

に
名
づ
け
て
淡

路
洲
と
云
。
淡
路

と

ハ
。
吾
恥
と
云
意

と

か

や
」
(
貝

原
好
古
編
、
元
禄
九
年

冬
至
貝
原
驚
信
序
、
元
禄
十
年
刊

〔
締
和
漢
事
始
〕
「
大

和
事
始
」
巻

一
・
天
地
門
8

「
國
」
)
。

「
伊
鼻
諾
。
伊
鼻
盤

ノ
男
女

ノ
ニ
神
。
天
浮
橋

上

二
〆
。
此
下

二
豊
國

先

ラ

ン
ヤ
ト
テ
。
天
慶
矛

ヲ
以

テ
。
大
海

ヲ
掻
捜
給
。
其
鉾

ノ

滴
 
凝

テ
。
鍛
駅

盧
嶋

ト
成

ル
。
次

一二

國

ヲ
産
給
。
此
國
絵

リ

ニ
。
小

サ
カ
リ

シ
故

二
。
吾
恥

國

ト
云
。
我

肚
ト
云
心
也
。
今
淡
路
ト
云
是

也
」

(無
刊
記
本

「
塵

添
壌
嚢
紗
」

巻
八
1

4

・
三
種
神
器
事
。
正
保
三
年
版

「
壌
嚢
紗
」
巻
五

1

46

も

ほ
y
同

文
)
。

(
注
26
)

盈

力
樫
ネ
噌
也
ヵ
タ
反
ヵ
、
ネ

レ
反
ネ
、
ヵ
タ
ネ

レ

ハ
古
鉄

ヲ
制

列

ト
云

フ
ニ
テ
見

ル

ヘ
シ
、

コ
ガ
ネ

ハ
キ
カ
ネ
鑛
也
」
(
「和
訓

六
帖
」
上

・
物

名

・
金
類
1
)
。
「
金

黄
金
」
(
「
言
元
梯
」
・
こ
m
)

(
注
27
)
 
「
畷

ハ
時
珍
云
粗
悪
也
、

五
金
皆
有
二
粗
石
一街
レ
之
金
銀

ナ
ト

皆

石

中

ニ
マ
シ
リ
有
レ
之

ヲ
、
其

石
ヲ
ク
タ
キ

ユ
リ
テ
金
銀
ヲ
ト
ル
、
其
石

ヲ

礪

ト

云
」

(「
大
和
本
草
」
巻
三

・
金
玉
土
石

1

・
金
 
昭
和
七
年
白
井
光
太
郎
考
註

本

に
よ
る
)
。

(
注
28
)
沈
存
中

「
夢
渓
筆
談
」
巻

二
十

一
・
異
事
10
に

「
壽
州

八
公
山
側
土

中
及
渓
澗
之
問
、
往
往
得

二小

金
餅

(
上
有
二
蒙
文
劉
主
字

噛
世
傳
、
濫
南
王
薬

金
也
、
得
レ
之
者
至
多
、
天
下
謂

二
之
印
子
金

一
是
也
」

(「
四
部
叢
刊
績
編
」
所

収
本
に
よ
る
)
。
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「
印
子
金
、
精
金

ナ
リ
、
古
中
華

ヨ
リ
来

ル
、
其
形
餅
子

ノ
如

シ
、
又
他

ノ
器

二
製

セ
ル
モ
ア
リ
、
沈
存
中

力
筆
談
ト
云
書
此
事

ヲ
ノ
セ
タ
リ
、
上

二
蒙

文
劉

主

ノ
字

ア
リ
ト
云
、
或
日
、
印
子
金
猶
鐙

雑

レ
リ
、
非
二精
金

(
山
金

ヲ

精

煉

シ
タ

ル
是
真
金

ナ
リ
、
器

二
製

ス

ヘ
シ
」

(「
大
和
本
草
」
巻

三

・
金
玉
土
石
1

・
金
)
。

「
印
子
金
 
出
二
干
沈
存
中
筆
談

一」
(
「倭
爾
雅
」
巻
五

・
宝
貨
門
7
)

「自

然
ト
金

ノ
ミ
塊

ヲ
ナ

シ
氷
柱

ノ
形
如

キ

ハ
黄
牙
ト
云
、
俗
名
イ

ン
ス
、
唐

山

ニ
テ
印
子
金

ト
云
ト

ハ
別

ナ
リ
、

コ
レ

ハ
唐
山

ノ
通
用
金

ニ
シ
テ
、
形
紙
門

ノ
鑓
鉦

ノ
如

ク
ス
、
重
五
十
銭

ナ
ル
ア
リ
、
百
銭

ナ
ル
ア
リ
、
色

ハ
美
ナ

レ
圧

品

ハ
下

ナ
リ

ト
云
」
「
天
生
牙
俗
名
イ

ン
ス
、
自
然

二
第

ノ
状

ノ
如

ク
長

ク

カ

タ

マ
リ
タ
ル
金

ヲ
云
、
古

へ
和
州
大
峯
山
中

二
生

セ
シ
ト
云
フ
」
(
「
本
草

綱
目

啓
蒙
」
巻

四

・
金
石
之

一
・
金
)
。

(注

29
)
 
「
日
本
繹
名
」
凡
例
第

一
項
の
二
に
転
語
を
説

明
し
て
、
「輻

語

は

五
音
相
通

に
よ
り
て
名
づ
け

し
語
也
、
上
を
韓
じ
て
君
と
し
、
高
を
輻
じ
て
竹

と
し
、
黒
を
韓
じ
て
烏

と
し
」
云

々
と
述

べ
、
「
旦
音
を
輻
じ
て
和
訓
と

せ

し

類
あ

り
、
後

に
し
る
す
」

と
す
る
。
そ
し
て
同
第
七
項
で
、
「
右

に
し
る

せ

し

轄
語

の
内
、
音
を
輻
じ
て
和
訓
と
す
る
類
、
文

の
こ
ゑ
を
韓

じ
て
ふ
み
と
訓
じ

て
和
語
と
な

せ
り
、
ふ
み

ハ
ふ
ん

の
轄
語
な
り
、
銭

の
音

を
韓

じ
て
せ
に
と
訓

ず
、
蝉
を

せ
み
と
訓
じ
、
頓
を
と

み
と
訓
ず
」
云

々
と
計
十

八
の
例
を
あ
げ
、

「
此
類
皆
音
を
輔
じ
て
訓

と
せ
し
な
り
」
と
ま
と
め
て
い
る
。

(注

30
)
 
「
蝉
…
…
新
撰
字
鏡
、
蝉

・
蜴
並
訓
二
世
比
↓
按
関
西
有
レ
蝉
、
聲
如
レ

呼
二
世
毘
世
毘

一者
、
俗
亦
呼
レ
蝉
為
二
世
毘

ハ
蓋
以
二
鳴
聲

一名
也
、
或
日
、
蝉
字

音
之
誰
、
恐
不
レ
爾
」
(「
箋
注
倭
名
類
聚
抄
」
巻
八

・
贔
勿
部

・
贔
名
38
)
。

「
蝉

 
ソ
ノ
鳴
声

ナ
リ
、

田
舎

ニ
ア
リ
、
声

セ
ミ
く

ト
云

フ
ガ
如

シ

(
以
下

洛
)
」

(「
和
訓

六
帖

」

上

・
物

名

・
人

部

・
虫

類

18
)
。

↓
解

題

52
～

53

頁

。

「炸
蝉
 
奈
波
世
美
 
説
者
謂
世
美
者
蝉
之
音
呼
与
、
蝉
訓
之
美
同
例
、
余
謂

不
然
、
世
美
老
 
皇
國
之
古
言
、
蓋
自
蝉
聲
而
得
之
名
与
、
彼
土
名
蝉
自
相
合

耳
、
或
日
関
者
到

之
縮
言
、
側
老
之
称
之
衣
之
急
呼
、
欝
裕
騨
跡
哨
餅
乏
鮪
蛾
鰯

鰭

、
亦
通
、
調

者
d
渕
之
音
轄
、
此
蝉
多
在
人
家
園
庭
間
、

故
名
、
今

俗
呼
阿
夫
羅
世
美
者
是
也
」
(
森
立
之
著

「
本
草
経
薬
和
名
放
」
中

〈
萬

延

元

年
十
月
枳
園
書
写
本

の
転
写
本
に
よ
る
〉
)
。

(
注
31
)
底
本
振
り
仮
名

「
コ
イ
」
と
本
文

「
こ
い
」

の

「
イ
」
「
い
」

を
朱

で

見
せ
消
ち
に
し
、
各

々
の
字

の
右
横

に

「
ヒ
」
「
ひ
」
と
朱
書
す

る
。

「
鯉
 
七
巻
食
経

云
、
鯉
魚
秘
鯖
裡
ザ
」
(
「
倭
名
類
聚
紗
」
巻
十
九

・
鱗
介
部

・

龍
魚
類
蟹

)
。
「鯉

こ
ひ

驚
塚

織

叢

船
落

凡
訟

磁
瑠

離
ぺ
砧
鰹

恋
」

(
「
和
字
正
濫
紗
」
巻

二

・
ひ
)
。

「
こ
ひ
鯉
 
い
ひ
飯
 
お
ひ
甥

…
…
皆

ひ
の
字

書
べ
し
、

い
の
字
ゐ

の
字
書
く

べ
か
ら
ず
」
(
「和
字
解
」
)
。

 

な
お
、
節
用
集
類

の
大
半

や
倭

玉
篇

・
下
学
集
等

は

「
コ
イ
」
、
寛
文

版

の

「
訓
蒙

図
彙
」

や
寛
永
八
年
版

「
新
刊
多
識
編
」
そ

れ

に

「
倭

爾

雅
」
等

は

「
こ
ひ
」
「古

比
」
「
コ
ヒ
」
、
元
禄

八
年
版

の

「
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
」
は

「
こ

ゐ
」
、
「改

正
増
補
多
識
編
」

は

「
コ
イ
」
、
そ
し
て
所
謂
慶
長
版

の

「
仮

名

文

字

遣
」
は

「
こ
ひ
""賄
嫉
」
と
な

っ
て
お
り
、
仮
名
表
記

に
ゆ
れ
が

見
ら
れ
る
。

(
注
32
)
 
「
鯉
魚
謄
 
本
草

和
名
、
古
比
、
按
古

比
者
古
比
志
多
夫
之
義
、
謂

恋

慕
也
、
此
魚
毎
雄
与
雌

必
相
墜
行
、
故
名
、
蓋
鯉
之
為
言
麗
也
、
古
来
有
笠

鯉
之

目
、
亦
取
此
義
耳
」
(森

立
之

「
本
草
経
薬
和
名
放
」
上

〈
上
巻
は

安

政

六
年
十
月
成

ル
〉
)
。

(
注
33
)
 
「
鮒
魚

臥

魚
」

(「
言
元
梯
」
ふ
70
)
。
「
鮒
 

フ

ハ
ソ
ノ
字
音
、

ナ

ハ
魚
ナ
リ
」
(
「和
訓

六
帖
」
上

・
物
名

・
人
部

・
魚
類
30
)
。

(
注
訓
)
 
「
ハ
モ

ハ
海
鰻
ナ
リ
、
唐
音

ナ
リ
」
「
唐
音

ハ
モ
」
(
「
大
和

本

草
」

巻
十

三

・
海
魚
)
。
「
海
鰻
 
字

ノ
唐

音
轄

ス
ル
也
、
韻
学
私
言
云
、
海

鰻

日
二
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墓

脚
膨

一
ト
」
(
「
和
訓
六
帖
」
上

・
魚
類
17
)
。
「
羅
鰍
 
今
按
は
も
、
蓋
唐

音

之

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

獣
、
駿

誤
也
」
(「
訓
蒙
図
彙
」
巻
十
四

.
龍
魚
50
)
。
「
梅
羅

ソ
和
洛
波
無
、
俗
云
波
毛

、

唐
音
之
暑
欺
」

(「
和
漢

三
才
図
会
」
巻
五
十

一
・
魚
類
籔
鮪
鯨

24
)
。

(
注
35
)
 

「摺
尖
長

ク
〆
歯
多

シ
、
已

二
捕

タ

ル
者

モ
能

人

ヲ
カ
ム
」

(「
本
草

綱
目
啓
蒙
」
巻

四
十

・
鱗
之
四
1

3
)
。

(
注
36
) 

「
海
鰭
魚
之
最
大

者
、
泥
鰯
魚
之
最
小

者
、
錐
二
大
小

不
ワ
同
、
其

形
状
相
似
故
以
二
海
鰯

一称

ス
」
(
大
和
本
草
」
巻
十
三

・
海
魚
11
)
。
「
其

状

暑

似
レ
鰭
故
魯
二
海
鱈

こ

(「
和
漢

三
才
図
会
」
巻

五
十

一
・
魚
類
範
鮪
鯨

1
)
。

(
注
37
)
 
「
倭
名
類
聚
紗
」
巻
十
九

・
鱗
介
部

・
龍
魚
類
6

「
鯨
観

 
唐
韻

云

大
魚
、
讐

・
贔

京
讐

・
轟

鱒

賄
」
。
「
く
ぢ

ら

'
嫌
ラ
細

一
云
ク
2

フ

和
名
逡

ヘ
リ
」
「
(
れ
%
假

名
文
字
使
蜆
縮
涼
鼓
集
」
下
)
。

(
注
38
)
益
軒

は
、
宝
永
六
年

に
成

っ
た

「
大
和
本
草
」
巻
十
三

・
魚
之
上

.

海
魚
25
で
、
「
鯖

」

の
見
出
し
の
下

に
本
書
と
同
じ
説
話
を
紹

介

し
、
そ
の

末

に

「
又
別

一二

説

ア
リ
、
本
朝
食
鑑
第
八

・
二
十
張
、
謝

ノ
下

二
見

エ

タ

リ
」

と
記
し
て
い
る
。
「
本
朝
食
鑑
」

の
名
は
、
「
玩
古
目
録
」

の
元
禄
十

一
年

と
宝
永
三
年
の
条

に
も
見
え
、
彼
が
実
際

に
読

ん
で
い
た
こ
と
は
確
実

で
あ
る

が
、
そ

の

「本
朝
食
鑑
」
巻
八

・
鱗

部
二

・
江
海
有
鱗

11
に
は
、
次

の
よ
う
な

命
名
起
源
説
話
を
載

せ
る
。
「
或
人
語
レ
余
日
、
醐
、
本
訓
二
津
那
志

ハ
後
改

號
二

子
代
(
曽
聞
、
昔
野
州
室
八
嶋
市
中
有

二冨
商

ハ
生
二
美
娘
子
一過
レ
嫁
時
末
レ
他

 
バ
 

ク
 
 

ノ
ニ
 

 

`
テ
 

 
ノ
 

 

ζ
云
ラ

 

 
 
テ
 

 
ノ
 

晶
う

適
、
空
在
二
深
窓
中

(
市
邊
有
二
流
寓
公
子
某

一 

、

常
適
一三
畠
商
之
家

一
而
親

ス
ル
「

 

 

 
 
ニ

カ
ニ

ス

 

 
ニ

 

 

 

 
 
へ
疋

メ

ル
ト

 

 

 
カ

 
 
顧一

フ

 
昌

セ
ン

睦
 
有
レ
日
、
遂
密

通

二娘
子

一焉
、
父
母
雛

預
識

一
而
不
レ
拒
、
潜

思
下
卒
嫁
二

干
彼
公
子

一以
分
レ財
同
居

か
然
揮
二
外
諮

一
未

レ果
、
エ
J
レ
時
州
之
刺
吏
、
聞

二其

娘
子
甚
妹

一而
寛

之
不
レ
界
、
於
レ
是
刺
史
大
盤
心
常
矯
レ
罪
欲
レ
屠
二
其
家
h
父

侃
察

二禍
之
将
レ
至
 

表
言
日
、 
娘
子
遭
レ
疫
俄
没

 
、
 
新
造

二棺
榔
嚥
其
中

 
 

 
 
 
 

スル
「ヲ

盛

二調
魚
数
百
尾
↓
偽
 

 
如
二
死

者

一而
父
母
親
睦
褒
服
引
レ
枢
、
倶

出
二干

野

一

テ
 

昌
タ

ヒ
ス
'
 

 

轟
ノ
 

 

 

カ
ラ

テ

ヲ
 

ヒ
 

 

テ

ヲ

昌

於
二壌
中

一茶
二
砒
之
↓
刺
史
聞
而
哀
歎
不
レ少
、
経
レ
日
父
母
及
公
子
、
携
レ
娘
潜

出

之
二他
邦

ハ
後
人
憐
レ之
作
レ
和
歌
而
悼
二
傷
之
噛
自

レ蝕
呼
二
津
那
志

一
號

二
子

代

一訓
二
醐
字
(
言
斯
魚
代
二
娘
子
之

死
一
也
、

予
謂

此
言
児
女
之
戯
談
、

不
レ

足
レ
用
レ
之
、
然
字
訓
古
称
耳
」
。
因
に

「
和
漢

三
才
図
会
」
巻
四
十
九

.
魚

類
・

江
海
有
鱗
魚
36

「
鯨

」

に
は
、
右

の

「
本
朝
食
鑑
」

の
話
を
簡
約
し
た
も

の

が
俗
伝
と
し
て
載

り
、
ま
た

「東
路

の
」
歌
が
第

四
句

「
た
か
こ
の
代

に
」

の

形

で
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
時
代
は
下

る
が

「
物
類
稻
呼
」
巻

二

・
動

物

62

「
鯖
魚
(
こ
の
し
ろ
)
」

で
は
、
「東
路

の
」

の
歌
が

「
和
漢
三
才
図
会

」
と
同

じ
形

で
載
り
、

「
比
寄

に
つ
き
て

ハ
古
き
物

か
た
り
有
、
普
く
人

の
知

れ

る

事

な
れ

ハ
、
愛
に
贅

せ
ず
」
と
す
る

一
方
、
「
或
人

の
云
。
世
間
に
子
生
れ

て

死

し
又
生
れ
て

ハ
死
す
事
有
。
其
家

に
て

ハ
、
子
生

る
玉
時
、
胞

衣
と

籐

と
を

一
所

に
地
中

に
蔵
れ
.ハ
其
子
成
長
す
。
尤
其
子

一
生

こ
の
し
ろ
を
食

せ
ざ

ら
し

む
。

こ
の
し
ろ

ハ
子

の
代
な
り
と
い
ひ
つ
た

へ
り
」
と
す

る
説
を
紹
介

し
て
い

る
。
な
お

「
神
道
集
」
巻
六

・
三
十
四

「
上
野
国

児
持
山
之
事
」
等
も

こ
の
魚

を

「
子
ノ
代

出
焼
」

い
た
と
い
う
型

で
あ
る
。

「
籐

子
代

ナ
リ
、
六
帖
歌
、
下
野

ノ
室

ノ
八
嶋

ニ
タ
ツ
煙

タ
ガ
子

ノ
代

ト
鯖

ヤ
ク
ラ

ン
、
昔

ソ
ノ
子
死
タ
リ
ト
テ
鯨

ヲ
ヤ
キ
、
人

ヲ
欺

キ
タ

ル
「
ヲ

ヨ
ミ

シ

也
・

ソ
ノ
臭
気
飛
畔

二
似
タ
リ
、

サ
テ
又

ツ
ナ
シ

ハ
ツ
ネ
シ
キ
嬬
也
、

ソ
ノ
味

美

ナ
ラ
ザ

ル
ヲ
云
フ
、
故

二
仮

二
鯖
字

ヲ
用

ユ
ト
見

ユ
、
字
昼

二
、
鯖

庸
也
、

味
之
不
美
老

ト
ア
リ
、
鯖

ハ
何

二
當

ル
ヲ
知

ラ
ス
、
鯨
或
齪
字

ヲ
用

ユ
、
未
タ

當
否

ヲ
知
ラ

ス
」

(「
和
訓

六
帖
」
上

・
人
部

・
魚
類
25
)
。

(
注
39
)
 
「
鰯
 
甲

白
 
竹
取
談

二
子
代
」

(「
言
元
梯
」

こ

・
94
)
。

(
注
40
) 

「
あ
ゆ
る
 
物

の
落
る
事
を
俗

に
あ
ゆ
る
と
云
。
枕
草
子

に
、
す

呈

う
に
あ

せ
あ
ゆ
る

こ
Σ
ち
そ

し
け
る
、
と
あ
り
。
あ

せ
の
な
が

る

玉
事

な

れ
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ハ
、
む
か
し
よ
り
か
く

い

へ
る
な
り
」

(貝
原
好
古

「
諺
草
」

巻
六

・
安

・
俗

語

7
)
。
な

お
こ
の
語

は
、
益
軒

の
生
地
福
岡
県
を
は
じ
め
と
す
る
九
州

各

地

の
方
言

と
し
て
報
告
が

あ
る
。

(
注
41
)
萬
葉
集
巻
七

・
=
一=

九

「
大
海
之
 
水
底
照
之
 
石
著

玉
 
斉
而

将
採
 
風
莫
吹
行
年
」
。
「
鰻
 
岩
燭
」
(
「
言
元
梯
」
あ

・
脚
)
。
「
飽
 

ア
槍
ス
繭
也

水
中
岩

ナ
ド

ニ
取

ツ
キ
合

ス
ル
ヲ
云
フ
」
(
「
和
訓

六
帖
」
上

・
魚
類

61
)
。

(
注
42
)
 
「
河
貝
子
 

謎

幽

 
水
中

二
鳴

ク
故

二
云

フ
、

ニ
ナ

ハ
轄

ナ
リ
」

(
「和
訓

六
帖
」
上

・
魚
類
64
)
。
「
蝸
翻
 
螺
鱒
同
、
或
云
尖
螺
」

(「
倭
爾
雅
」

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 
 ナ

巻

六

・
贔
介
56
)
。

(
注
43
)
 
「
林

ハ
性
ス
也
」

(「
和
訓

六
帖
」

上

・
天
部

・
土
類
37
)
。

「
林

笙

弥
茂
」

(
「
言
元
梯
」
は

・
97
)
。

(
注
44
)
 
「
様
莫
…
…
順
和
名
欺
冬

ヲ
ヤ

マ
フ
キ
ト
訓

シ
、
朗
詠
集

ニ
モ
欺
冬

ヲ
ヤ

マ
フ
キ
ト
ス
、
皆

ア
ヤ

マ
レ
リ
」
(
「
大
和
本
草
」
巻
十

二

・
木
之

下

・
花

木
7
)
。

「
歎
冬
 
夜
末
布
岐
、
又
称
二
於
保
波

(
今
案
布
岐

、
又
案

黄
有
二
美
豆

布

岐

之
名
哨
故
以
二
獄
冬

一在

二陸

地
{
日
二也
末
布
岐
↓
又

一
種
花
似
一一醗
醸

一者
、
亦

日
二
也
末
布
岐

ハ
是
同
和
名

而
異
物
也
、
古
人
於

二
万
葉
中

一
多
詠
二
其

花
ハ
因

假
二
其
字

一而
書
レ
之
耳
、
非
下
以
レ
似

二
醗
醗

一者
為
多
 
数
冬
也
、
万
葉

多
借
一一用

字

一不
レ少
、
後
人
不
レ
辮
レ之
、

公
任
朗
詠
載
二歎

冬
{
是
巳
誤

 

、
況

 
其
鯨

再

乎

」
(寛
永
八
年
版

「
新
刊
多
識
編
」
巻
二

・
湿
草
部
。
な

お
益
軒
は

「
増

補
多
識
篇
」

の
方

に
つ
い
て
は

「
不
好
書
也
、
不
可
再
見
」
と
き
び
し
く
批
判

し
て

い
る
〈
「玩
古
目
録
」
延
宝
六
年

の
条
〉
)
。
な
お

「
塵
添
蜷
嚢
鋤
」

巻
九
1

16

「
歎

冬
事
し
等
参
看

。

「
様
彙
花
」

(「
倭
爾
雅

」
巻

七

・
艸
木
門
)
。

(
注
45
)
 
「
ヱ
ノ
木

ハ
焼
テ
咽

ス
ク
ナ
ク
能

モ
ユ
故
、

タ
キ
火

二
用

ユ
」

(「
大

和
本
草
」
巻
十

二

・
木
之
下

・
雑
木
42
)
。

(
注
46
)
 
「
榎
木
 
枝
木
 
朶
茂
木
也
」
(
「
言
元
梯
」
江

・
15
)
。

(
注
47
)
 
「
厚
朴
 
保

≧
加
之
波
之
岐

旙
恥
 

今
俗
呼
保

ミ
乃
岐
者
是

也
、
側

≧
者
赤
之
義
与
保

≧
都
岐
之
保

≧
同
、
此
物
鍬
葉
紅
色
、
漸
大
而
変
青
色
、
形

如
楓
葉
、
故
名
与

(以
下
略
)
」
(
「本
草
経
薬
和
名
孜
」
中
)
。

(
注
48
)
 

「枕
 

天
顧
座
」
(
「
言
元
梯
」
ま

・
m
)
。

(注
49
)
 

「枕

 
鉾

ラ辞

 
眠

ル
タ
メ
ノ
列
引

ヲ
云

フ
」

(「
和
訓

六
帖
」
上

・

人
部

・
衣
服
付

褻
器
42
)
。

(注
50
)
 

「藍

 
あ
い
は
あ
を

い
ろ
也
、
を

ろ
を
略
せ
り
」

(「
日
本
澤
名
」
下

十

六

・
草
43
)
。

「
藍
 
天
居
 
青

二
同

シ
、
天
色

ト
モ
云
也
」

(「
言

元
梯
」

あ

・
劉
)
。

(
注
51
)
 
「
白
 
明
」

(「
言
元
梯
」
し

・
22
)
。

(
注
駿
)
 
「
黒
 
暗
」

(「
言

元
梯
」
く

・
19
)
。

 ..


